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第１回定例会会議録 

 

令 和 ６ 年  ３ 月  ４ 日 （ 月 ） 

開  会  午 前 １ ０ 時 ０ ０ 分 

－－－日程第１  開会宣言－－－    

○議長（荻原謙一君）   これより、令和６年第１回御代田町議会定例会を開会します。  

 ただいまの出席議員は１４名、全員の出席であります。  

 理事者側も全員の出席であります。  

 直ちに本日の会議を開きます。  

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりです。  

 

－－－諸般の報告－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程に入るに先立ち、事務局長に諸般の報告をさせます。  

 柳澤議会事務局長。  

（議会事務局長  柳澤俊義君  登壇）    

○議会事務局長（柳澤俊義君）   それでは書類番号１をお願いいたします。  

 諸般の報告  

 令和６年３月４日  

 １．本定例会に別紙配布のとおり町長から議案３３件、報告１件、諮問１件が提

出されています。  

 ２．監査員より監査報告が別紙のとおりありました。  

 ３．本定例会に説明のため町長ほか関係者に出席を求めました。  

 ４．本定例会における一般質問通告者は、黒岩  旭議員ほか９名であります。  

 ５．閉会中における報告事項は別紙のとおりです。  

 次の２ページから３４ページまでは、監査委員の例月現金出納検査報告書及び定

期監査報告書ですので、後ほどご覧ください。  

 ３５ページの閉会中の報告事項につきましては、全員協議会の折に報告いたしま

すので、この場においては省略いたします。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   以上をもって、諸般の報告を終わります。  
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－－－日程第２  会期決定－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２  会期決定の件を議題とします。  

 本定例会の会期は、あらかじめ議会運営委員会を開催し、審議してありますので、

議会運営委員長より報告を求めます。  

 池田るみ議会運営委員長。  

（議会運営委員長  池田るみ君  登壇）    

○議会運営委員長（池田るみ君）   それでは報告いたします。  

 ２月２６日午前１０時より、議会運営委員会を開催し、令和６年第１回御代田町

議会定例会に提出の議案、一般質問等について審議日程等を決定いたしましたので、

報告いたします。  

 本定例会に町長から提出された案件は、議案３３件、報告１件、諮問１件の計

３５件であります。一般質問の通告者は１０名であります。  

 １２月定例会以後、陳情、請願はありませんでした。  

 これにより、会期は、本日より３月１４日までの１１日間とすることに決定いた

しました。  

 次に、審議日程につきましては、書類番号１、３６ページをご覧ください。  

 令和６年第１回御代田町議会定例会会期及び審議予定表  

 第  １日  ３月  ４日  月曜日  午前１０時    開会  

                        諸般の報告  

                        会期の決定  

                        会議記録署名議員の指名  

                        町長招集の挨拶  

                        議案上程、議案に対する質疑  

                        議案の委員会付託  

 第  ２日  ３月  ５日  火曜日  午前１０時    一般質問  

 第  ３日  ３月  ６日  水曜日  午前１０時    一般質問  

 第  ４日  ３月  ７日  木曜日  午前１０時    総務福祉文教常任委員会  

 第  ５日  ３月  ８日  金曜日  午前１０時    総務福祉文教常任委員会  

 第  ６日  ３月  ９日  土曜日          休会  
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 第  ７日  ３月１０日  日曜日          休会  

 第  ８日  ３月１１日  月曜日  午前１０時    町民建設経済常任委員会  

 第  ９日  ３月１２日  火曜日  午前１０時    町民建設経済常任委員会  

 第１０日  ３月１３日  水曜日  午前１０時    全員協議会  

                        総務福祉文教常任委員会  

 第１１日  ３月１４日  木曜日  午前１０時    委員長報告  

                        質疑・討論・採決  

                        閉会  

 続いて、各常任委員会、全員協議会の会場、時間について報告いたします。  

 ３７ページをお願いいたします。  

 常任委員会開催日程  

 総務福祉文教常任委員会  

       ３月  ７日  木曜日  午前１０時      委員会室１・２  

       ３月  ８日  金曜日  午前１０時      委員会室１・２  

       ３月１３日  水曜日  午前１１時３０分   委員会室１・２  

 町民建設経済常任委員会  

       ３月１１日  月曜日  午前１０時      委員会室１・２  

       ３月１２日  火曜日  午前１０時      委員会室１・２  

 全員協議会開催日程  

       ３月１３日  水曜日  午前１０時      委員会室１・２  

 以上で報告を終わります。  

○議長（荻原謙一君）   ただいま議会運営委員長から報告のありましたとおり、本日より

３月１４日までの１１日間としたいと思います。  

 これにご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認めます。  

 よって、本定例会の会期は、本日より３月１４日までの１１日間と決しました。  

 

－－－日程第３  会議録署名議員の指名－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３  会議録署名議員の指名を行います。  
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 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、議長において  

 １２番  小井土哲雄議員  

 １３番  内堀喜代志議員  

 を指名します。  

 

－－－日程第４  町長招集あいさつ－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第４  町長より議会招集の挨拶を願います。  

 小園町長。  

（町長  小園拓志君  登壇）    

○町長（小園拓志君）   議員の皆様には、年度末を迎えて何かとお忙しい時期にもかかわ

らず、ご出席を賜り、令和６年第１回御代田町議会定例会が開会できますことに、

心から感謝を申し上げます。  

 元日に発生した能登半島地震は、２月２８日時点の内閣府等の発表では死者

２４１名となっています。石川県の住宅被害は７万５ ,０００棟余りで、避難者は

１万１ ,６１２名おり、また懸命の復旧作業が行われてはいるものの、２万戸余り

で断水が、また７１０戸で停電が継続しているとの報道がありました。町では、

チーム長野として取り組んでいます職員派遣において、１月２６日から３０日まで

の５日間、輪島市の避難所運営支援を行うため、２名の職員を派遣し、２月２５日

から３月２日までの７日間は、羽咋市の被災した家屋調査の支援に２名を派遣しま

した。  

 また羽咋市の下水道環境施設の被害調査を支援するため、２月１３日から１７日

の５日間、またこちらは現在も派遣中でありますが、２月２９日から３月５日まで

の６日間、それぞれ１名を派遣しております。今後も長期にわたることであります

ので、積極的な支援を継続してまいる考えです。  

 さて３月議会ということでありまして、新年度予算をご審議いただく議会であり

ます。新年度の予算の編成に当たり、基本方針として第５次長期振興計画後期基本

計画の４年目となる令和６年度は、歴史と伝統を守り、真の自立を目指す文化・高

原公園都市御代田を目指したまちづくりを、着実に推進すると定めました。また、

私の公約に基づく新規事業のさらなる充実や、新型コロナ禍前に実施していた事業

の復活、発展といったことが望まれている現状から、町民の生活を支援できる柔軟
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な予算措置ができるよう、予算編成に取り組んでまいりました。  

 大きな柱としては、第１に、新たな町の顔づくりへの第一歩を刻む、インフラへ

の積極的投資であります。土木費はおよそ１９億２ ,０００万円と、今年度当初

９億８ ,０００万円の２倍近い大きさとなります。このうち、多くが国庫補助を得

られることとなっておりますので、町の財政へのインパクトは大きくありません。

その上で、生活に密着した施策を多彩に進めてまいります。  

 ３歳未満児の保育料は、第１子から全てのお子さんを対象に、平均で国基準の半

額程度となるように引き下げてまいります。短時間保育で最も高額な第８階層では、

国基準の月１０万２ ,４００円に対し、４月からは月３万７ ,８００円まで引き下げ

ることになり、国基準から最大月６万４ ,６００円の減額となります。全てのお子

さんを取りこぼさないよう、全員に対する引き下げを御代田町独自で行いますので、

ご理解をお願いいたします。このほか、後に説明しますが、高齢者生活応援券事業

の配付額倍増や帯状疱疹ワクチン予防接種の費用補助など、きめ細かい対応を進め

てまいります。  

 ここで一般会計における主要事業として、７事業について紹介させていただきま

す。  

 まず公共交通活性化協議会負担金でありますが、御代田町は人口増加が続いてき

ておりますが、全国的には少子高齢化や人口減少社会の中、新たなまちづくりの推

進が求められております。公共交通サービスの確保が課題となっている町の現状か

ら、今後最適な公共交通施策を検討し、公共交通計画を策定してまいります。計画

策定に当たり、国の地域公共交通調査等事業による補助を受けるためには、地域公

共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく、法定協議会の設立が必要となって

おります。令和６年度に御代田町公共交通活性化協議会を設立し、同協議会が事業

主体となり、令和７年度までに公共交通計画を策定することとしております。  

 二つ目に、高齢者生活応援券事業であります。高齢者生活応援券事業は、高齢者

の日常生活の充実や生きがいとなる活動を支援するため、基準日に６５歳以上の住

民の皆さんへ、町内参加店舗で利用できる応援券を支給する事業であります。これ

まで２回、配布させていただいております。令和６年度は、令和５年度の１人当た

り５ ,０００円から１人当たり１万円に増額し、支給することといたしました。  

 ３点目は、帯状疱疹ワクチン予防接種費用補助金であります。帯状疱疹は水疱瘡
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と同じウイルスで起こる皮膚の病気で、全国的に発症する方が増加しております。

私の周囲にも、かなり帯状疱疹で苦しんだという方が多数おられます。５０歳以上

の患者さんのうち約２割の方が、皮膚の症状が治まった後も長期間にわたり帯状疱

疹後神経痛、これＰＨＮということを言われておりますが、ＰＨＮに、こういう後

遺症に悩まされているとの報告もあります。帯状疱疹をＰＨＮに移行させないため

には、早めに治療を開始することが重要ですが、事前に予防接種を受けておくこと

で、重症化の予防が期待されております。  

 このことから、令和６年度から新たに帯状疱疹の任意予防接種を希望する方に対

し、予防接種費用の一部を補助する帯状疱疹の任意予防接種費用補助事業を実施い

たします。補助の内容は、５０歳以上の住民の方を対象に、ワクチン接種費用の

２分の１を補助するもので、それぞれ１回当たりの補助上限額を、水痘ワクチンが

４ ,０００円、帯状疱疹ワクチンが１万５ ,０００円と定めております。本事業を実

施することにより、帯状疱疹の重症化の予防に努めてまいります。  

 ４つ目となりますが、農業用用排水路改修事業であります。予算は１ ,９２０万

円でありますが、この事業では、塩野地区菖蒲沢用水と御代田地区上宿用水を改修

してまいります。有利な起債を活用しつつ、町としては今後も農業用用排水路の整

備に注力してまいります。  

 ５つ目でありますが、防災重点農業用ため池しゅんせつ事業であります。この事

業は、農業用ため池である雪窓湖の環境整備に伴う事業でありまして、当初予算で

は５００万円を持っているところであります。雪窓湖を覆っている葦群は、平成

２３年度まで実施していた護岸改修工事完了後から徐々に増え始め、現在は、湖面

の３分の１ほどまで広がってしまっている状況であります。事業の実施に当たり、

緊急自然災害防止対策事業債で計画していたところでありますが、昨年１１月に雪

窓湖の遊歩道等環境整備事業に活用する目的として、個人の方からふるさと納税の

ご寄附を頂きました。このことを踏まえまして、令和６年度はしゅんせつ及び未整

備箇所の遊歩道整備に伴う測量設計業務をあわせて実施し、雪窓湖の環境整備を進

めてまいります。  

 ６つ目に、都市構造再編集中支援事業であります。こちら、予算が７億４,４８０万

円となります。令和５年度から９年度を計画期間として実施しております都市構造

再編集中支援事業は、５年間の総事業費が１６億１ ,７００万円で、東原・西軽井
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沢線、小田井・追分線、駅前５号線等の都市機能が集中する地域の道路整備事業や、

龍神の杜公園の整備を実施いたします。  

 令和６年度は、５年間の計画期間中最大の予算となります。東原・西軽井沢線の

用地測量費、保証物件調査費、用地購入費、物件保証を、また小田井・追分線、駅

前５号線等の用地測量費、保証物件調査費を計上し、７年度以降の工事施工に備え、

準備を進めるものであります。  

 ７つ目に、文化財収蔵庫建設工事、予算としては１億６５万円を計上しておりま

す。当町の国などの指定文化財以外の資料は、昭和６０年頃から現在まで社会体育

施設の倉庫部分に収蔵をしてまいりました。社会体育施設の再構築をするに当たり、

収蔵物の移動先となる文化財収蔵庫建設が課題となっていたことから、Ｂ＆Ｇ海洋

センターとミネベアミツミ社員寮の間にある町有地に、文化財収蔵庫を建設するこ

とにいたしました。  

 建設する収蔵庫は、文化財の見学を希望する人たちに対応できるよう、展示収蔵

が可能な建物を予定しております。また、出土遺物や民族資料に触れることにより、

縄文時代から現代に至る町の歴史について感じてもらえるよう、小学校及び中学校

の総合学習や社会科の歴史学習で活用してもらうように考えております。  

 さて、本定例会に提案しました案件は、事件案４件、条例案１３件、当初予算案

９件、補正予算案７件、報告事項１件、諮問１件の、計３５件であります。  

 事件案については、訴訟上の和解について、財産の取得について等の４件であり

ます。このうち、訴訟上の和解については、令和３年７月１日開催の議会臨時会で

議決を頂いておりました開発行為届出不勧告通知無効確認等請求事件において、和

解となっていない相手方２社と和解することについて、議会の議決を求めるもので

あります。また、財産の取得については、旧役場庁舎跡地売却に伴い、新たに整備

する駐車場等の用地を取得するため、土地所有者と仮契約を締結したので、地方自

治法等の規定に基づき、議会の議決を求めるものです。  

 条例案１３件の主なものについて、申し上げます。まず、御代田町第１号会計年

度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案、

及び御代田町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

については、地方自治法の改正にあわせ、町の第１号及び第２号会計年度任用職員

において、令和６年度から６月・１２月の期末手当の支給にあわせ、勤勉手当を支
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給するよう改正するものです。  

 御代田町保育料徴収条例の一部を改正する条例案については、先ほどご説明した

３歳未満児保育料の軽減に関する改正であります。  

 下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴う関係条例の整備

に関する条例を制定する条例案については、公共下水道事業、農業集落排水事業、

個別排水処理事業の下水道３事業について、地方公営企業法の全部を適用させるこ

とに伴い、関係する条例を改廃するため、本条例を制定するものであります。  

 令和６年度一般会計の予算総額は８９億９ ,７３０万円で、前年度に比べ１５億

１ ,４５４万円、２０ .２％の増額となりました。昨年度当初予算は骨格予算であっ

たため、伸び率が大きくなっておりますが、実質的な当初予算である６月定例会肉

付け後の予算と比較しても、９億８ ,５７７万円、１２ .３％の増となっております。

令和６年度は、町の顔作りともいえる大型土木事業や、子育て・老人福祉政策など、

生活に密着したソフト事業も数多く盛り込んで予算計上をしております。  

 主な歳入でありますが、町税は２６億４ ,０５７万円の計上で、前年度に比べ

５ ,７２８万円の増額となっております。  

 地方交付税については、国の地方財政政策から増額を見込み１５億１ ,０００万

円、前年度に比べ６ ,５００万円の増額計上をいたしました。  

 国庫支出金は１２億５ ,９６６万円で、前年度に比べ３億２ ,４２９万円の増額と

なりました。  

 土木費補助金では、町道七口線の道路改良工事が終了したことによる減額はござ

いますけれども、新設の町道東原・西軽井沢線の整備などにかかる都市構造再編集

中支援事業補助金は、３億７ ,３５０万円の計上となっております。  

 また、民生費国庫負担金は、新設の私立保育園にかかる負担金の増額などにより、

９ ,８２９万円の増加となっています。議会の皆様との要望活動に加え、職員一人

ひとりの努力が実り、国からさらに多くの予算を引き出すことに成功したことに関

し、関係各位に感謝を申し上げます。  

 ま た 、 寄 附 金 に つ き ま し て は 、 令 和 ５ 年 度 の ふ る さ と 納 税 寄 附 金 が ６ 億

５ ,０００万円を上回る見込みが立ったことから、６億円を計上いたしました。  

 基金繰入金につきましては、財政調整基金から１億５ ,０００万円の編入を計上

しました。また、ふるさと創生基金からは、３億２ ,１１５万円の繰入れを実施し、
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融雪剤保管倉庫の建設や、龍神まつり補助金などの様々な町単独事業の財源に充当

いたします。  

 なお、財政調整基金の繰入れに関しては、新年度は土木費が大きく、入札差金も

かなりの多額になることが予想されており、結果的にはゼロとなるか、少なくとも

大幅に減少するものと考えております。  

 歳出については、冒頭で説明した事業以外にも、新規事業や規模の大きな事業を

計上しております。  

 総務費では、旧役場庁舎跡地の売却に伴い、現庁舎北側に新たな職員駐車場を造

成するための工事費として、１億８ ,５３８万円を計上しました。  

 民生費は２５億１ ,８２６万円で、前年度比４億２ ,６６３万円の増額となってお

ります。これは、新設されますおおきくなあれ保育園みよたにかかる保育委託料の

増加や、雪窓保育園の改修工事７ ,６２３万円、これは厨房施設の改修や一時保育

室・更衣室の新設等を伴う工事でありますが、７ ,６２３万円を計上。また、ハー

トピアみよたの介護浴槽、外壁塗装、事務所エアコン工事５ ,５９３万円などによ

るものであります。  

 衛生費は５億１ ,０１５万円で、６ ,１７０万円の減額となっており、新型コロナ

ウイルスワクチン接種事業の減によるものであります。  

 衛生費では、新たに地方公共団体実行計画策定委託料として、８６０万円を計上

しております。本計画は、町の脱炭素社会実現に向けた指針となる計画で、環境省

の地域脱炭素実現に向けた、再エネの最大限導入のための計画づくり支援事業を活

用して策定したいと考えており、令和６年度の募集に向けて準備を進めております。  

 農林水産業費は２億４ ,９２１万円で、７ ,２８４万円の増額です。冒頭説明しま

した菖蒲沢用水等の改修事業や雪窓湖のしゅんせつ事業によるものです。  

 商工費は１億１ ,５９９万円で、龍神まつり補助金につきまして、第５０回の節

目として内容の見直しなどを実施し、さらに５０年、１００年と続くお祭りとする

ために１ ,３８０万円の計上をしております。  

 土木費では、町単独の道路新設改良事業として２億５ ,０００万円を盛り込み、

中篭・西駒込線、塩野区内１５号線、水原・七口線などの道路改良工事を実施して

まいります。また、新設予定の役場職員駐車場に融雪剤倉庫を建設するための経費

５ ,０００万円も計上し、町単独の道路事業としては、あわせて３億円の事業費計
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上となっております。また、社会資本整備総合交付金事業では、川原田・寺沢線、

三ツ谷・清万線などの道路改良工事費１億７ ,４０８万円を計上しております。  

 教育費は７億５ ,４２５万円で、昨年度に比べ５１０万円の増額となりました。

基金積立金について、令和５年度に町立小学校建設基金については計画の２年度分、

学校給食運営基金については基金の目標額である３億円の積立てができたことから、

令和６年度は基金積立金を預金利息分の積立てのみとしたことにより、大幅な減額

となりました。  

 特別会計については、公共下水道事業、農業集落排水事業、個別排水事業の下水

道３会計を統合し、下水道事業会計を設置します。小沼水道事業会計と同様に、公

営企業会計へと移行するものであります。  

 そのほか、従来の６つの特別会計の総額は３１億２ ,８０６万円となり、前年に

比べ１億４ ,７９２万円、５ .０％の増額となっております。  

 国民健康保険事業勘定特別会計は、保険給付費の増加を見込み、２ ,８８７万円

の増額。介護保険事業勘定特別会計についても、同じく保険給付費の増加から、

７ ,７３６万円の増額となっております。  

 また、少々細かい話ですが、御代田小沼水道事業に関し、これまで浅麓水道企業

団からの受水予定量の見積もりが従来課題であったことから、担当で精査してもら

い、１日当たりの受水予定量を１ ,１５０ｍ ３から１ ,１１４ｍ ３に絞り、およそ

３％強というところですけれども、その結果、受水費の予算を２ ,３４０万３,０００円

と、前年度比で７７万５ ,０００円のコストカットができたところであります。仮

に受水予定量を超える月があっても、超過分の受水料金は、１ｍ ３当たり基本水量

と１円しか変わりませんので、今後も事情に応じて受水量を絞り込み、経費を節減

してまいります。  

 次に、令和５年度補正予算案は７件であります。  

 一般会計補正予算案（第７号）は、歳入歳出総額とも２１０万円を増額し、合計

９３億３ ,２７６万円とするものです。  

 主な歳入では、町税の個人町民税は６９５万円の増額に対し、法人町民税につき

ましては、６ ,２６４万円の減額補正としました。町内企業の業績は上向きとなっ

ているものの、海外への投資などの経費の増大による減額となっています。また、

地方譲与税や地方消費税交付金などについては、交付見込額から補正計上し、国・
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県補助金、国と県の補助金につきましては、事業の確定による補正計上であります。  

 歳出につきましては、主に事業費の確定による補正となっております。  

 特別会計の補正予算につきましては、国民健康保険事業勘定特別会計など５会計

において、こちらも事業費の確定などにより、合計３ ,１８２万円の減額、水道事

業会計につきましては、消費税などの確定により４６万円を増額しています。  

 報告事項の１件は、令和６年度御代田町土地開発公社の事業計画と予算の報告に

ついてであります。旧鉄道用地の売却１件について、事業計画及び予算計上し、

２月１４日に開催された理事会で承認されましたので、報告してまいります。  

 諮問の１件につきましては、１名の人権擁護委員の任期が本年６月で満了となる

ため、人権擁護委員法の規定により、議会の意見を求めるものです。  

 以上、概要を申し上げましたが、詳細につきましてはそれぞれ担当課長が説明い

たしますので、ご審議いただき、原案どおりのご採決をいただきますようお願いを

申し上げまして、令和６年第１回御代田町議会定例会招集の挨拶とさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   これより議案を上程します。  

 

－－－日程第５  議案第３号  豊昇地区世代間交流センターの指定管理者の  

指定について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第５  議案第３号  豊昇地区世代間交流センターの指定管理

者の指定についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の５ページをご覧いただきたいと思います。  

 議案第３号  豊昇地区世代間交流センターの指定管理者の指定について  

 下記の者を豊昇地区世代間交流センターの指定管理者として指定したいから、御

代田町公の施設の指定管理者の指定手続等に関する条例第４条第１項の規定により、

議会の議決を求めるものでございます。  

 記といたしまして、１、指定管理者の候補者、豊昇地区世代間交流センターにつ

いて、右側、候補者欄に記載のとおり、豊昇区を候補者として指定するものであり
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ます。  

 ２、指定期間、令和６年４月１日から令和１１年３月３１日までの５年間でござ

います。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 お諮りします。本案は討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご異

議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認め、議案第３号を採決します。  

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）    

 挙手多数であります。よって、議案第３号  豊昇地区世代間交流センターの指定

管理者の指定については、原案のとおり決しました。  

 

－－－日程第６  議案第４号  訴訟上の和解について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第６  議案第４号  訴訟上の和解についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書６ページをご覧ください。  

 議案第４号  訴訟上の和解について  

 地方自治法第９６条第１項第１２号の規定により、別紙のとおり訴訟上の和解に

応じることについて、議会の議決を求めます。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 
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 次の７ページをご覧ください。  

 和解案になります。  

 最初に、本件の概要について少し説明をさせていただきます。本件は、町内に山

林を所有する二つの事業者から、平成３０年１１月２日付で、山林面積４,２８５ｍ２を

分筆するという開発行為届出書が提出されました。届出書の内容は、隣接する土地

所有者との土地交換、並びに当社所有山林の流動化促進及び保有資産価値向上のた

めの分筆登記のみという説明でした。  

 しかし、分筆の形状が宅地に適していること、そのうちの２筆がわずか３か月で

宅地並みの価格で売却されたことから、町は事業者に対し、御代田町環境保全条例

に基づく宅地造成を伴う開発行為届出書の提出を求めましたが、求めに応じてもら

えなかったため、民事調停を申し立てました。  

 しかし、ここでもお互いの主張が平行線で、折り合いがつかなかったため、令和

３年７月１日に議会臨時会において訴訟案件について上程し、議決を頂きました。

本訴を令和３年１０月２９日に、長野地方裁判所に提出いたしました。請求は損害

賠償請求と不勧告通知が無効であることの確認といたしました。令和４年３月４日

に第１回口頭弁論が開催され、以降、令和６年２月６日まで１５回の口頭弁論を経

て、今回、相手方２社と和解することについて、議会の議決を求めるものでござい

ます。  

 それでは、議案書のほうで説明をいたします。  

 １、事件名、開発行為届出不勧告通知無効確認等請求事件。  

 ２、管轄裁判所、長野地方裁判所。  

 ３、当事者、原告は町です。被告は記載のとおりでございます。  

 ４、和解条項でございます。被告の名称は省略させていただきます。  

 第１項につきましては、被告は原告に対し、本和解成立後、速やかに別紙１、物

件目録記載１から５の土地、これは議案書の９ページの目録になりますが──につ

いて分筆測量、境界復元及び図面作成を行い、その費用は被告の負担とし、道路後

退用地として必要な部分を町に寄附するとしております。また、所有権移転登記は

町が実施いたします。  

 第２項につきましては、被告は原告に対し、金２万６ ,３５１円の支払義務があ

ることを認め、これを令和６年４月２２日限り、原告の指定する町の口座に振り込
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む方法により支払うこととしています。振込手数料は被告の負担としております。  

 第３項については、被告は本件各土地について、その全部または一部を他に譲渡

したときは（以下、その譲渡を受けた者を「譲受人」という）、原告に対し速やか

にその旨を通知するものとするとしております。  

 第４項につきましては、被告は本件各土地について、その全部または一部を譲受

人に譲渡したときは、譲受人による土地の利用目的に応じ、原告に対し次の義務を

負うとしております。  

 ８ページをご覧ください。  

 アですが、譲受人が下水道を使用する施設を建設する目的であるときです。  

 被告は、その譲渡にかかる代金が被告に支払われたときは、原告に対し別紙２の

用地、これは議案書の１０ページに記載されている用地ですが、この用地欄記載の

土地ごとに、それに対応する下水道公共ます設置費用として５０万円を支払うもの

とし、これを当該譲渡の所有権移転登記申請の受付日から１月以内に、２項記載の

町の口座に振り込む方法により支払うとしております。振込手数料は被告の負担と

しております。  

 イですが、譲受人が下水道を使用する施設を建設する目的でないときです。  

 こちらは土地の売買のみを想定しておりますけれども、被告は譲受人に対し、売

買契約書及び重要事項説明書に記載する方法をもって、次のことを約束させる義務

を負うとしております。  

 譲受人が譲り受けた土地について、①下水道を使用する施設を建設する目的で用

途変更を行う場合、または、②下水道を使用する施設を建設する目的で、譲受人以

外の第３者に対して当該土地を譲渡する場合は、原告に対し、①用途変更、または

②所有権移転登記手続申請の受付日から１月以内に、別紙２の用地欄記載の土地ご

とに、それに対応する下水道公共ます設置費用として、５０万円を町の口座に振り

込む方法により支払うとしております。こちらも、振込手数料は譲受人の負担とし

ております。  

 第５項につきましては、記載の被告が、自ら本県土地に下水道を使用する施設を

建設したときの条項となっております。被告は、本県各土地の全部または一部に下

水道を使用する施設を建設したときは、原告に対し、別紙２の用地欄記載の土地ご

とに、それに対応する下水道公共ます設置費用として、５０万円を支払うものとし



１５ 

ております。これを、下水道使用施設の所有権保存登記申請の受付日から１月以内

に、町の口座に振り込む方法により支払うとしております。振込手数料は、被告の

負担でございます。  

 第６項、原告は、前２項により下水道公共ます設置費用が支払われたときは、そ

の土地に下水道公共ますを設置する。  

 第７項、原告は、被告に対する請求及び、被告に対するその余の請求をいずれも

放棄する。  

 第８項、原告及び被告らは、本件が適正に解決されたことを相互に確認し、原告

と被告らとの間には、本件に関し本和解条項に定めるほかに、何らの債権債務のな

いことを相互に確認する。  

 第９項、訴訟費用は、各自の負担とするとしております。  

 ９ページは和解条項に記載されている、別紙１、物件目録でございます。  

 １０ページは、別紙２、下水道公共ます取出費用でございます。  

 なお、この事件につきましては、ほかに１社と既に和解済みでございます。本件

の和解が成立した場合は、この事件について全て解決済みとなります。  

 以上、ご審議をよろしくお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 お諮りします。本案は討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これにご異

議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認め、議案第４号を採決します。  

 本案は、原案のとおり決することに賛成の諸君の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）    

 挙手多数であります。よって、議案第４号  訴訟上の和解については原案のとお

り決しました。  

 

－－－日程第７  議案第５号  財産の取得について－－－    



１６ 

○議長（荻原謙一君）   日程第７  議案第５号  財産の取得についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 荻原総務課長。  

（総務課長  荻原春樹君  登壇）    

○総務課長（荻原春樹君）   議案書１１ページをお開きください。  

 議案第５号  財産の取得について  

 議会の議決に付すべき契約及び財産の取得または処分に関する条例第３条の規定

に基づき、下記により財産を取得するため、地方自治法第９６条第１項第８号の規

定により、議会の議決を求める。  

 記といたしまして、１、取得する財産及び数量、所在、御代田町大字馬瀬口字南

浦１７４９番１の一部、地目、田、地積１ ,５４２ .９５ｍ ２。同じく１７５０番の

一部、地目、畑、２ ,３０３ .８０ｍ ２。同じく１７５１番の１の一部、地目、畑、

１ ,９３６ .７５ｍ ２。合計５ ,７８３ .５０ｍ ２。  

 ２、取得価格、物件の移転、保証等を含めまして、５ ,００６万７ ,２９３円でご

ざいます。  

 ３、取得の相手方、土屋敏夫氏でございます。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 本案につきましては、旧役場庁舎跡地の売却に伴い、新たに駐車場、倉庫等建設

の用地を取得するため、議会の議決をお願いいたします。  

 こちら２月８日に仮契約を締結してございます。次の１２ページから１５ページ

は、仮契約書でございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第８  議案第６号  町道の路線認定について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第８  議案第６号  町道の路線認定についてを議題とします。  



１７ 

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   議案書１６ページをお願いいたします。  

 議案第６号  町道の路線認定について  

 町道の路線を別紙のとおり認定したいので、道路法第８条第２項の規定により議

会の議決を求めます。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １７ページをご覧ください。なお、１８ページに具体的な位置を示した路線認定

図がございますので、こちらをあわせてご覧いただきたいと思います。  

 新規に認定する路線名は、分杭１号線です。  

 起点は大字馬瀬口字分杭１５９７番５１３、町道ベバリー１２号線側になります。  

 終点は大字馬瀬口字分杭１５９７番５１８、こちらは、町道認定外道路側となり

ます。  

 延長が８０ .６メートル、幅員は６ .０メートル、路面はアスファルト舗装でござ

います。  

 理由ですが、新規でございます。開発時に整備された道路であり、町道ベバリー

１２号線に接続する道路です。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第９  議案第７号  御代田町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び  

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第９  議案第７号  御代田町第１号会計年度任用職員の報酬、

期末手当及び費用弁償に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題としま

す。  



１８ 

 提案理由の説明を求めます。  

 荻原総務課長。  

（総務課長  荻原春樹君  登壇）    

○総務課長（荻原春樹君）   議案書１９ページをお開きください。  

 議案第７号  御代田町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の２０ページからの改め文をご覧ください。  

 本案につきましては、地方自治法の改正に伴い、第１号会計年度任用職員に対し、

新たに令和６年度から勤勉手当を支給するため、一部改正するものです。  

 改正概要は、第１号会計年度任用職員のボーナスの支給については、６月・

１２月に１ .２２５月分ずつの期末手当が支給されていましたが、これにあわせ、

６月・１２月に勤勉手当をそれぞれ１ .０２５月分支給するよう改正するものです。

これによりボーナスの支給は、年間２ .４５月から４ .５月へと変更になります。  

 附則といたしまして、この条例は令和６年４月１日から施行いたします。  

 議案書２０ページを改め文、議案書２１ページが新旧対照表となってございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１０  議案第８号  御代田町第２号会計年度任用職員の給与に関する  

条例の一部を改正する条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１０  議案第８号  御代田町第２号会計年度任用職員の給

与に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  



１９ 

 荻原総務課長。  

（総務課長  荻原春樹君  登壇）    

○総務課長（荻原春樹君）   議案書２２ページをお開きください。  

 議案第８号  御代田町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正

する条例案について  

 御代田町第２号会計年度任用職員の給与に関する条例の一部を改正する条例を、

別紙のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の２３ページ改め文をご覧ください。  

 本案につきましては、地方自治法の改正に伴い、第２号会計年度任用職員に対し、

新たに令和６年度から勤勉手当を支給するため一部改正するものです。  

 改正概要は、第１号会計年度任用職員と同様に、第２号会計年度任用職員におい

ても、６月・１２月に１ .２２５月分ずつの支給されておりました期末手当に加え、

勤勉手当をそれぞれ１ .０２５月分ずつ支給するよう改正し、ボーナスの支給月は、

年間２ .４５月から４ .５月と変更するものでございます。  

 附則として、この条例は令和６年４月１日から施行いたします。  

 議案書２３ページ改め文、２４ページが新旧対照表となってございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 この際、暫時休憩します。再開はブザーにてお知らせします。  

（午前１１時００分）  

（休   憩）    

（午前１１時０８分）  

○議長（荻原謙一君）   休憩前に引き続き本会議を再開します。  

 

－－－日程第１１  議案第９号  御代田町環境保全条例等の一部を改正する  



２０ 

条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１１  議案第９号  御代田町環境保全条例等の一部を改正

する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書２５ページお願いいたします。  

 議案第９号  御代田町環境保全条例等の一部を改正する条例案について  

 御代田町環境保全条例等の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ２６ページからの改め文をお願いいたします。  

 第１条では、御代田町環境保全条例の一部改正をしております。  

 主な改正内容でございますが、開発行為の届出に当たり、審査基準として開発事

業者の資力である過去２年分の決算書、納税証明書、融資証明書など、分かる資料

の添付を今まで求めていましたが、規定を緩和して、提出する書類を見直しており

ます。  

 また、事業譲渡に対応するため、事業の地位を継承する際の規定と、開発事業者

が町の指導に応じないときは開発行為を停止させるとともに、事業者名を公表する

規定を新たに追加しております。このほか、現在の運用に沿った改正となっており

ます。  

 これら環境保全条例の一部改正により、引用している条例の条ずれが生じたため、

第２条では御代田町公園条例、第３条では御代田町工業振興条例をそれぞれ一部改

正しております。  

 附則としまして、この条例は令和６年４月１日から施行いたします。  

 ３０ページから３９ページは、新旧対照表となっております。  

 説明につきましては以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    



２１ 

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１２  議案第１０号  御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する  

条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１２  議案第１０号  御代田町福祉医療費給付金条例の一

部を改正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の４０ページをご覧ください。  

 議案第１０号  御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町福祉医療費給付金条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ４１ページが改正条例案で、４２ページが新旧対照表となっておりますので、ご

覧を頂きたいと思います。  

 改正の理由でございますが、長野県において福祉医療費給付事業補助金交付要領

の補助金の対象外項目から、後期高齢者医療被保険者（障害者を除く）を除く改正

が令和６年４月１日施行予定とされており、それに整合するように、当町の福祉医

療費給付金条例の一部を改正するものでございます。  

 現状では、独り親家庭の親が後期高齢者医療被保険者に該当している場合、給付

対象から除外される状況にあり、ほかの区分との整合を図るため、県の補助金交付

要領が改正されます。  

 改正の内容でございますが、第３条第２号中第４号「後期高齢者医療被保険者

（前条第２号に規定する障害者を除く。）」を削除し、第５号を第４号とし、第

６号から第９号までを１号ずつ繰り上げます。  

 附則ですが、この条例は令和６年４月１日から施行いたします。  

 以上、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  



２２ 

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１３  議案第１１号  御代田町介護保険条例の一部を改正する  

条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１３  議案第１１号  御代田町介護保険条例の一部を改正

する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の４３ページをご覧ください。  

 議案第１１号  御代田町介護保険条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町介護保険条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 議案書の４４ページが改正条例案、４５ページから４６ページが新旧対照表とな

っております。  

 改正の理由でございますが、介護保険料は、介護保険事業計画の計画年度にあわ

せて、３年ごとに見直しを行います。令和３年度から令和５年度までと定めている

現在の保険料率の対象年度を、第９期介護保険事業計画期間の令和６年度から令和

８年度までの３年間とするため、条例を改正するものでございます。また、令和

６年度から国の法改正に伴い、第１号被保険者の保険料の標準段階、標準乗率及び

公費負担割合が見直されるため、条例を改正いたします。  

 主な改正の概要でございますが、第６条第１項中「令和３年度から令和５年度」

までと定めている介護保険料率の対象年度を、「令和６年度から令和８年度」まで

に改めます。  

 第６条第１項の保険料率について、現在第１号から第９号までと規定している標

準段階を、第１号から第１３号まで多段階化するため、同条第１項第１０号から第

１３号までを新しく設定いたします。保険料率は、第６条第１項第５号に規定する

保険料率６万１ ,９２０円を基準といたします。  



２３ 

 第６条第１項第１号から第３号に掲げる第１号被保険者の保険料率について、公

費負担、国２分の１、県４分の１、町４分の１による減額が図られます。  

 最終的な保険料率を、被保険者各号それぞれ、第１号、１万７ ,６４０円、第２号、

３万３０円、第３号、４万２ ,４１０円、第４号、５万５ ,７２０円、第５号、６万

１ ,９２０円、第６号、７万４ ,３００円、第７号、８万４９０円、第８号、９万

２,８８０円、第９号、１０万５,２６０円、第１０号、１１万７,６４０円、第１１号、

１３万３０円、第１２号、１４万２ ,４１０円、第１３号、１４万８ ,６００円と規

定いたします。  

 附則ですが、施行期日を令和６年４月１日からとし、改正後の御代田町介護保険

条例第６条の規定は、令和６年度分の保険料から適用し、令和５年度以前の年度分

の保険料については、なお従前の例によるとして、経過措置を設けております。  

 以上、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１４  議案第１２号  御代田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備  

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１４  議案第１２号  御代田町指定地域密着型サービスの

事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案につ

いてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の４７ページをご覧ください。  

 議案第１２号  御代田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。  
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令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 議案書の４８ページから５７ページが改正条例案、５８ページから８８ページが

新旧対照表となっております。  

 改正の理由でございますが、地域密着型サービスは、住み慣れた地域での生活を

支えるためのサービスでございます。原則として、利用は町民に限られ、町が指

定・指導・監督の権限を持ちます。町には認知症対応型共同生活介護が２か所ござ

います。令和６年度からの国の法改正に伴い、所用の変更を行うため、改正をいた

します。  

 主な改正の概要でございますが、管理者の兼務範囲の明確化としまして、提供す

る介護サービスの質を担保しつつ、介護サービス事業所を効率的に運営する観点か

ら、管理者が兼務できる事業所の範囲について同一敷地内における他の事業所、施

設等ではなくても差し支えない旨を明確化いたします。  

 身体的拘束等の適正化の推進としまして、身体的拘束等の適正化を推進する観点

から、身体的拘束等の適正化のための措置、委員会の設置、指針の整備、研修の実

施等を義務づけます。その際、１年間の経過措置を設けます。また、利用者等の生

命または身体を保護するための緊急やむを得ない場合を除き、身体的拘束等を行っ

てはならないことや、身体的拘束等を行う場合の記録を義務づけることを規定いた

します。  

 書面掲示規制の見直しとしまして、事業所内での書面掲示を求めている事業所の

運営規定の概要等の重要事項について、インターネット上での情報の閲覧が完結す

るよう書面掲示に加え、原則としてウェブサイトに記載することを義務づけます。

その際、１年の経過措置を設けます。  

 介護現場の生産性向上としまして、介護現場の生産性向上の取組を推進する観点

から、現場における課題を抽出及び分析した上で、事業所の状況に応じた必要な対

応を検討し、利用者の尊厳や安全性を確保しながら、事業所全体で継続的に業務改

善に取り組む環境を整備するため、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保、

及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会の設置を義務づけます。

その際、３年間の経過措置を設けます。  

 サービス内容の明確化として、全世代対応型の持続可能な社会保障制度を構築す



２５ 

るための介護保険法の改正により、看護小規模多機能型居宅介護サービスの拠点で

の集い、泊まりにおける看護サービスが含まれる旨が明確化されたことに伴い、所

要の改正を行います。協力医療機関との連携体制の構築として、高齢者施設内で対

応可能な医療の範囲を超えた場合に、協力医療機関との連携の下で適切な対応が行

われるよう、在宅医療を担う医療機関や在宅医療を支援する地域の医療機関等と、

実効性のある連携体制を構築するために所要の改正を行います。その際、３年間の

経過措置を設けます。  

 記録媒体の見直しとして、現行法上、申請や届出の方法についてフロッピーディ

スク等の特定の記録媒体の使用を定める規定が数多く存在し、手続のオンライン化

等の妨げとなっている状況があることを踏まえ、新たな情報通信技術の導入・活用

に円滑に対応できるよう、所要の改正を行います。  

 生産性向上に先進的に取り組む、特定施設に係る人員配置基準の特例的な柔軟化

として、テクノロジーの活用等により介護サービスの質の向上及び職員の負担軽減

を推進する観点から、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保、及び職員の負

担軽減に資する方策を検討するための委員会において、生産性向上の取組に当たっ

ての必要な安全対策について検討した上で、見守り機器等の複数のテクノロジーの

活用、職員間の適切な役割分担等の取組により、介護サービスの質の確保及び職員

の負担軽減が行われていると認められる、指定特定施設ごとに置くべき看護職員及

び介護職員の合計数について、常勤換算方法で要介護者である利用者の数が３、要

支援者の場合は１０ですが、またはその端数を増やすごとに０ .９以上とするよう、

所要の改正を行います。  

 詳細につきましては、第４条から第４４条は定期巡回、随時対応型訪問介護看護

について、第４５条から第５９条は夜間対応型訪問介護について、第５９条から、

失礼しました。第５９条の２から第５９条の４０は地域密着型通所介護について、

第６０条から第８０条は認知症対応型通所介護について、第８１条から第１０８条

は小規模多機能型居宅介護について、第１０９条から第１２８条は認知症対応型共

同生活介護について、第１２９条から第１４９条は地域密着型特定施設入居者生活

介護について、第１５０条から第１８９条は地域密着型介護老人福祉施設入所者生

活介護について、第１９０条から第２０２条は複合型サービスについて、それぞれ

さきに説明しました項目につきまして関係する改正を追加しています。  
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 そのほかに、介護療養型医療施設から介護医療院等の別施設への転換時期が令和

６年３月末とされていることから、介護療養型医療施設に係る所要の改正を行いま

す。  

 附則ですが、施行期日を令和６年４月１日からとし、重要事項の掲示及び身体的

拘束等の適正化に、令和７年３月３１日までの１年間の経過措置を設けております。

また利用者の安全並びに、介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方

策を検討するための委員会の設置に、令和９年３月３１日までの３年間の経過措置

を設けております。  

 以上、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１５  議案第１３号  御代田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並  

      びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法  

に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１５  議案第１３号  御代田町指定介護予防支援等の事業

の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準等を定める条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の８９ページをご覧ください。  

 議案第１３号  御代田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介

護予防支援等に係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める

条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に

係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部を改

正する条例を、別紙のとおり提出する。  
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令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 議案書９０ページから９３ページが改正条例案、９４ページから１００ページが

新旧対照表になります。  

 改正の理由でございますが、介護予防支援とは、介護認定区分が要支援であるも

のに対する介護予防ケアマネジメントのことを指します。要支援者が介護予防サー

ビス等を適切に利用できるように、地域包括支援センターの職員が介護予防サービ

ス計画を作成するとともに、計画に基づくサービスの提供が確保されるように、事

業者等との連絡調整を行っております。  

 町では介護予防支援事業者として地域包括支援センターを指定しておりますが、

令和６年度からの国の法改正に伴い、指定を受けた居宅介護支援事業者も行うこと

ができる等について、所要の変更を行うため改正をいたします。  

 主な改正の概要でございますが、介護予防支援の円滑な実施としまして、指定居

宅介護支援事業者が指定介護予防支援の指定を受けて指定介護予防支援を行う場合

の人員に関する基準について、事業所ごとに１以上の員数の介護支援専門員を置か

なければならないと規定いたします。また管理者について、主任介護支援専門員を

置くことについて規定をいたします。  

 それから記録媒体の見直し、書面掲示規制の見直し、身体的拘束等の適正化の推

進の３項目につきましては、先ほどと説明が重複しますので、割愛をさせていただ

きます。  

 指定介護予防支援の実施状況の把握としまして、ケアマネジメントの質の向上の

観点から、利用者の面接は利用者の居宅を訪問することによって行うこと、文書等

による利用者の同意を得た場合等において、テレビ電話装置等を活用して、利用者

に面接ができること等を規定いたします。  

 詳細につきましては、第５条第２項に、置かなければならない介護支援専門員の

員数を追加いたします。  

 第６条第３項、同条第４項に、指定居宅介護支援事業者である指定介護予防支援

事業者の管理者について、追加をいたします。  

 第７条第３項に、指定居宅介護支援事業者である指定介護支援事業者の担当職員

について、追加をいたします。  
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 第７条第４項第２号に、電磁記録媒体について、規定をいたします。  

 第１３条第２項、同条第３項に、利用料の受領について、追加をいたします。  

 第２４条第３項に、重要事項のウェブサイトへの掲載について、追加をいたしま

す。  

 第３１条第２項第３号に、身体的拘束等の記録について、追加をいたします。  

 第３３条第２号の２に、身体的拘束等を行ってはならないこと、同条同号の３に、

身体的拘束等に係る記録をしなければならないことを追加いたします。  

 第３３条第１６号に、面接の方法について、追加をいたします。  

 第３３条第２９号に、情報の提供について、追加をいたします。  

 第３６条の電磁的記録について、詳細を削除いたします。  

 附則でございますが、施行期日を令和６年４月１日からとし、重要事項の掲示に

令和７年３月３１日までの１年間、経過措置を設けております。  

 以上、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１６  議案第１４号  御代田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人  

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護  

予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を  

改正する条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１６  議案第１４号  御代田町指定地域密着型介護予防

サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係

る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の１０１ページをご覧ください。  
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 議案第１４号  御代田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支

援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指

定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 議案書の１０２ページから１０６ページが改正条例案、１０７ページから

１１７ページが新旧対照表となります。  

 改正の理由でございますが、地域密着型介護予防サービスは、住み慣れた地域で

の生活を支えるためのサービスでございます。原則として、利用は町民に限られ、

町が指定・指導・監督の権限を持ちます。町には、介護予防認知症対応型共同生活

介護が１か所あります。令和６年度からの国の法改正に伴い、所要の変更を行うた

め、改正をいたします。  

 主な改正の概要ですが、管理者の兼務範囲の明確化、記録媒体の見直し、書面掲

示規制の見直し、身体的拘束等の適正化の推進、介護現場の生産性向上、協力医療

機関との連携体制の構築の６項目となりますが、こちら先ほどと説明が重複いたし

ますので、割愛をさせていただきます。  

 詳細につきましては、第４条から第４２条は介護予防認知症対応型通所介護につ

いて、第４３条から第６９条は介護予防小規模多機能型居宅介護について、第

７０条から第９０条は介護予防認知症対応型共同生活介護について、それぞれにさ

きに説明をいたしました項目について、関係する改正を追加してございます。  

 そのほかに、介護療養型医療施設から介護医療院等の別施設への転換期限が令和

６年３月末とされていることから、介護療養型医療施設に係る所要の改正を行いま

す。  

 附則でございますが、施行期日を令和６年４月１日からとし、重要事項の掲示及

び身体的拘束等の適正化に、令和７年３月３１日までの１年間の経過措置を設けて

おります。また利用者の安全並びに介護サービスの質の確保、及び職員の負担軽減

に資する方策を検討するための委員会の設置に、令和９年３月３１日までの３年間
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の経過措置を設けております。  

 以上、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１７  議案第１５号  御代田町指定居宅介護支援等の事業の従業者及び運営

の基準等に関する条例の一部を改正する条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１７  議案第１５号  御代田町指定居宅介護支援等の事業

の従業者及び運営の基準等に関する条例の一部を改正する条例案についてを議題と

します。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の１１８ページをご覧ください。  

 議案第１５号  御代田町指定居宅介護支援等の事業の従業者及び運営の基準等に

関する条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町指定居宅介護支援等の事業の従業者及び運営の基準等に関する条例の一

部を改正する条例を、別紙のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 議案書の１１９ページから１２１ページが改正条例案、１２２ページから

１２７ページが新旧対照表となります。  

 改正の理由ですが、居宅介護支援とは、介護支援専門員が要介護認定者に対する

ケアプランを作成し、安心して介護サービスが利用できるよう支援することを言い

ます。この条例は、介護支援専門員が属する事業所の従業者や運営の基準を定めた

ものでございます。  

 平成３０年度から居宅介護支援事業者の指定権限が県から町へ委譲されており、

現在、町内には二つの事業所がございます。令和６年度からの国の省令改正に伴い、
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所要の変更を行うため改正をいたします。  

 主な改正の概要ですが、管理者の兼務範囲の明確化、身体的拘束等の適正化の推

進、指定居宅介護支援の実施状況等の把握、書面掲示規制の見直し、記録媒体の見

直し、以上の５項目となりますが、こちらも先ほどと説明が重複しますので割愛を

させていただきます。  

 詳細につきましては、第６条第３項第２号中「同一敷地内にある」を削ります。  

 第１５条第２号の２、同条同号の３に、身体的拘束等について、追加をいたしま

す。  

 第１５条第１４号に、実施状況等の把握について、追加をいたします。  

 第２４条第３項に、重要事項のウェブサイトへの掲載について、追加をいたしま

す。  

 第３１条第２項第３号に、身体的拘束等の記録について、追加をいたします。  

 第３３条第１項の電磁的記録の詳細を削除いたします。  

 附則ですが、施行期日を令和６年４月１日からとし、重要事項の掲示について令

和７年３月３１日までの１年間を経過措置として設けております。  

 以上、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１８  議案第１６号  御代田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を  

改正する条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１８  議案第１６号  御代田町印鑑の登録及び証明に関す

る条例の一部を改正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 佐藤町民課長。  

（町民課長  佐藤聖子君  登壇）    

○町民課長（佐藤聖子君）   議案書１２８ページをお開きください。  

 議案第１６号  御代田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例
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案について  

 御代田町印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のとお

り提出いたします。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １２９ページの改正案をご覧ください。  

 本条例案は、ＬＧＢＴなどの性的マイノリティの人々に対する配慮として、各種

申請書等の性別記載欄について廃止または様式の変更等への対応が求められている

ことに伴い、所要の改正をするものです。  

 改正内容でございますが、第６条及び第１１条の「男女の別」を削除します。  

 議案書１３０ページは、新旧対照表です。  

 附則、この条例は令和６年４月１日から施行する。  

 説明は以上となります。  

 ご審議のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第１９  議案第１７号  御代田町保育料徴収条例の一部を改正する  

条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第１９  議案第１７号  御代田町保育料徴収条例の一部を改

正する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 佐藤町民課長。  

（町民課長  佐藤聖子君  登壇）    

○町民課長（佐藤聖子君）   議案書１３１ページをお開きください。  

 議案第１７号  御代田町保育料徴収条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町保育料徴収条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出いたします。  

令和６年３月４日  提出  
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御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １３２ページの改正案をご覧ください。  

 本条例案は、町長招集の挨拶にもございましたとおり、令和６年度からの保育料

軽減に伴う御代田町保育料徴収条例の一部改正でございます。  

 現行の保育料は、国保育料基準額より既に平均３０％程度減額したものとなって

おりますが、保育所等に通園する全てのご家庭に支援が行き渡るよう、令和６年度

より現行保育料からさらに２０％軽減し、平均で国基準額の半額程度となるように

引き下げます。  

 令和元年１０月から開始した幼児教育保育の無償化の対象外である、３歳未満の

お子様を養育する全てのご家庭に対する支援となることを期待しています。  

 議案書１３４ページ、１３５ページは新旧対照表です。  

 附則、この条例は令和６年４月１日から施行する。  

 説明は以上となります。ご審議のほど、よろしくお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２０  議案第１８号  下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用する

ことに伴う関係条例の整備に関する条例を制定する条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２０  議案第１８号  下水道事業に地方公営企業法の規定

の全部を適用することに伴う関係条例の整備に関する条例を制定する条例案につい

てを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書１３６ページをご覧ください。  

 議案第１８号  下水道事業に地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴う

関係条例の整備に関する条例を制定する条例案について  

 下水道事業に、地方公営企業法の規定の全部を適用することに伴う関係条例の整
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備に関する条例案を、別紙のとおり提出します。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １３７ページから１４４ページが条例の制定文となっております。令和６年４月

１日から、公共下水道事業、農業集落排水事業、個別排水処理施設整備事業を下水

道事業に一本化し、公営企業会計を適用することに伴い、関係条例を改正、または

廃止するものでございます。なお、複数の条例改正を行う必要があることから、こ

の制定条例の中で改廃が必要な条例を各条建てして整備をしております。  

 各条令の改正を説明します前に、１４４ページをご覧ください。  

 下段の１８条から２１条、廃止条例となっております。  

 第１８条が御代田町公共下水道事業特別会計条例、第１９条、御代田町農業集落

排水事業特別会計条例、第２０条、御代田町公共下水道浄化管理センター設置条例、

第２１条、御代田町個別排水処理施設整備事業特別会計条例は、廃止といたします。  

 続きまして、各条例の改正案でございますが、第１条から第１７条が改正する条

例となっております。  

 １４５ページからの新旧対照表で説明させていただきます。  

 まず、第１条、御代田町水道事業の設置等に関する条例の一部改正です。こちら

第３条で下水道事業、先ほどの公共と農集排、個別排水を定義し、下水道事業に地

方公営企業法の全部を適用する規定を加えます。  

 また、第２条第３項は、１４６ページをご覧ください。  

 各施設の名称及び位置を規定しております。  

 続いて、１４７ページをご覧ください。  

 第７条ですが、地方公営企業法第７条の規定による地方公営企業の業務を執行さ

せるため、町長を管理者としておくことを規定する改正でございます。そのほか所

要の軽微な改正となっております。  

 続いて１４８ページをご覧ください。  

 第２条、御代田町長の事務部局の内部組織の設置及び分掌事務に関する条例の一

部改正です。本条例の規定から、上水道に関すること及び下水道に関することを削

除します。これについては、別途、御代田町上下水道事業組織及び事務処理規定を

整備しておりますので、この中で係の設置と事務分掌を規定しております。  
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 続いて１４９ページをご覧ください。  

 第３条、御代田町市債権管理条例の一部改正です。条例で定めている私債権の管

理に関する事務及び手続に、地方公営企業法第１０条で規定されている企業管理規

定を加える改正でございます。  

 続いて、１５０ページをご覧ください。  

 第４条、御代田町下水道建設基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正

です。積立額を積み立てる額を定める予算を一般会計歳入歳出予算から予算に変更

します。  

 第６条では、町長を管理者として置くことを規定しております。  

 また、附則では、一般会計から積み立てていた基金を企業会計で積み立てるため、

現在の基金条例を廃止し、改正後の基金条例を施行する改正となっております。  

 続いて、１５２ページをご覧ください。  

 第５条、御代田町農業集落排水事業分担金徴収条例の一部改正です。こちらは、

町長を管理者として置くことを規定する改正内容となっております。  

 続いて１５４ページをご覧ください。  

 第６条、御代田町農業集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部改正です。

第２条の設置規定を削除します。これについては、先ほど第１条の改正で、新たに

草越広戸地区農業集落排水処理施設の名称、位置、対象区域を規定しております。

そのほか、町長を管理者として置くことを規定する改正となっております。  

 少し飛びまして、１５８ページをご覧ください。  

 第７条、御代田町公共下水道事業審議会条例の一部改正です。こちらは地方自治

法の規定の適用を削除いたします。そのほか、町長を管理者とする規定の改正でご

ざいます。  

 続いて１５９ページをご覧ください。  

 第８条、御代田町公共下水道条例の一部改正です。こちらは、町長を管理者に改

める改正となっております。  

 飛びまして１６８ページをご覧ください。  

 第９条、御代田町個別排水処理施設の設置及び管理に関する条例の一部改正でご

ざいます。設置規定について削除し、こちらも御代田町水道事業及び下水道事業の

設置等に関する条例で、個別排水処理施設の処理区域を規定しております。そのほ
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か、町長を管理者に改める改正でございます。  

 続いて１７０ページをご覧ください。  

 第１０条、御代田町個別排水処理施設整備事業分担金徴収条例、続いて、

１７２ページの第１１条、御代田町公共下水道事業受益者負担金に関する条例、ま

た、１７５ページの第１２条、御代田町特定環境保全公共下水道事業受益者分担金

徴収条例の一部改正でございますが、こちらはいずれも町長を管理者に改める改正

となっております。  

 １７６ページをご覧ください。  

 第１３条、御代田町営水道条例の一部改正です。こちらは、水道法に規定されて

いる権限が、厚生労働大臣から環境大臣及び国土交通大臣に移管されたことによる

改正となっております。そのほか、町長を管理者に改める改正でございます。  

 続いて、１８３ページをご覧ください。  

 第 １ ４ 条 の 御 代 田 町 町 営 水 道 委 員 会 条 例 の 一 部 改 正 で ご ざ い ま す 。 次 の

１８４ページ、第１５条、御代田町営水道事業基金条例の一部改正でございますが、

こちらはいずれも町長を管理者に改める改正となっております。  

 続いて１８５ページ、第１６条、御代田町企業職員の給与の種類及び基準に関す

る条例の一部改正でございます。第１条、第２条は、下水道事業を担当する一般職

員を含めて上下水道事業職員と規定をいたします。第４条は、第１条、第２条以外

の職員の給与の支給規定となっております。そのほか、水道事業の管理者の権限を

行う町長に下水道事業を加える改正となっております。  

 １８６ページをご覧ください。  

 第１７条、御代田町水道事業の剰余金の処分等に関する条例の一部改正です。こ

ちらは、下水道事業を加える改正となっております。  

 以上が、改正内容となっております。  

 施行日でございますが、この条例は、令和６年４月１日から施行するとしており

ます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    
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 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２１  議案第１９号  御代田町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格

基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する  

条例案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２１  議案第１９号  御代田町水道事業布設工事監督者の

配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正

する条例案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書１８７ページをご覧ください。  

 議案第１９号  御代田町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに

水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改正する条例案について  

 御代田町水道事業布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者

の資格基準に関する条例の一部を改正する条例を、別紙のとおり提出します。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 次の１８８ページをご覧ください。改め文になります。  

 こちらは、生活衛生関係行政の機能強化のための関係法律の整備に関する法律の

制定により、水道法等に規定されている権限が厚生労働大臣から国土交通大臣及び

環境大臣に移管されたことによる関係規定の改正でございます。  

 第４条第６号中に引用されている「厚生労働大臣」を「国土交通大臣及び環境大

臣」に改めます。  

 附則、この条例は令和６年４月１日から施行する。  

 １８９ページは、新旧対照表でございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    
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 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 昼食のため休憩します。午後は１時３０分より再開します。  

（午後  ０時０４分）  

（休   憩）    

（午後  １時３０分）  

○議長（荻原謙一君）   休憩前に引き続き本会議を再開します。  

 

－－－日程第２２  議案第２０号  令和６年度御代田町一般会計予算案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２２  議案第２０号  令和６年度御代田町一般会計予算案

についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書１９０ページ、お願いいたします。  

 議案第２０号  令和６年度御代田町一般会計予算案について  

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、令和６年度御代田町一般会計予算を、

別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 １９２ページ、お願いします。  

 令和６年度御代田町の一般会計の予算は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算）  

 第１条  歳入歳出の総額は、歳入歳出それぞれ８９億９ ,７３０万６ ,０００円と

定める。  

 第２項  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表  歳入

歳出予算」による。  

 （地方債）  

 第２条  地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の

起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第２表  地方債」に

よる。  
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 （一時借入金）  

 第３条  地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は、１５億円と定める。  

 （歳出予算の流用）  

 第４条  地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により、歳出予算の各項の

経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。  

 第１号、各項に計上した給料、職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じ

た場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 続きまして、１９３ページからの「第１表  歳入歳出予算」につきましては、資

料番号の１番をお願いいたします。  

 まず、予算の総額は８９億９ ,７３０万６ ,０００円で、前年度に比べ１５億

１ ,４５４万７ ,０００円、２０ .２％の増となっております。  

 令和５年度当初予算は、計上的な経費や継続事業を中心とした骨格予算であった

ため、大きく増えた予算となっております。  

 まず、歳入について主なものを説明していきます。  

 款１町税。町税全体で前年比２ .２％の増となっております。  

 項 １ 町 民 税 は 、 本 年 度 予 算 額 １ ０ 億 ７ ,６ ５ ９ 万 １ ,０ ０ ０ 円 で 、 前 年 比

１ ,８２７万１ ,０００円の増となっております。こちらは、個人町民税は９億

３ ,０ ８ ６ 万 ７ ,０ ０ ０ 円 で 、 こ ち ら 給 与 所 得 の 増 を 見 込 み ま し て 、 前 年 比

７ ,１４３万４ ,０００円の増となっております。  

 法人町民税は１億４ ,５７２万４ ,０００円で、企業の申告状況などから、前年比

で５ ,３１６万８ ,０００円減額で計上をしました。  

 次に、項２固定資産税は、予算額１２億４ ,１８０万６ ,０００円で、前年比で

１ ,９２１万５ ,０００円の増です。こちらは、主に新築家屋の増加を見込んでおり

ます。  

 続きまして、款２の地方譲与税から款１０の地方特例交付金までにつきましては、

県の収入見込みから予算計上をしまして、合計で前年比で１ ,７８２万１ ,０００円

の増額の予算となっております。  

 ２ページ、お願いいたします。  

 款１１地方交付税は、予算額１５億１ ,０００万円で、前年比６ ,５００万円の増
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でございます。普通交付税につきまして国の地方財政政策などによりまして、

１ .７％の増額の交付を見込みました。  

 款 １ ５ の 国 庫 支 出 金 、 項 ２ 国 庫 補 助 金 、 こ ち ら 予 算 額 で ６ 億 ７ ,０ ２ ２ 万

９ ,０００円で、前年比で２億６ ,６８５万８ ,０００円の増でございます。こちら

は、東原西軽井沢線の道路事業をメインとしまして都市構造再編集中支援事業補助

金、こちらが３億７ ,３５０万円、それから三ツ谷清万線などの社会資本整備総合

交付金７ ,８５０万円などを見込みました。  

 款１７財産収入、項２財産売払収入では、土地売払収入９ ,７００万円としまし

て、町営住宅平和台団地跡地の売払収入を見込んでおります。  

 款１８寄付金は、予算額６億６５０万３ ,０００円で、前年比１億円の増でござ

います。令和５年度のふるさと納税寄付金が６億円を上回る見込みから、前年比

１億円の増としました。  

 次に、３ページお願いいたします。  

 款１９繰入金、項１基金繰入金、こちら予算額５億５ ,６６３万６ ,０００円で、

前年比で３億４ ,５５４万３ ,０００円の増となっております。ふるさと創生基金か

ら３億２ ,１１５万７ ,０００円、財政調整基金からは１億５ ,０００万円の繰入れ

を見込みました。  

 款 ２ ２ 町 債 は 、 予 算 額 ８ 億 １ , ６ ５ ４ 万 １ , ０ ０ ０ 円 で 、 前 年 比 で ４ 億

５ ,１２４万１ ,０００円の増となっております。このうち、公共事業等につきまし

ては、４億５ ,７６０万円、こちらは都市構造再編集中支援事業、それから社会資

本整備総合交付金事業、これらに関する町債となっております。  

 歳入合計で８９億９ ,７３０万６ ,０００円の予算額となっております。  

 続きまして、４ページお願いします。  

 歳出についてであります。  

 まず、款２の総務費、項１総務管理費は、本年度予算額で１６億３ ,１９６万

７ ,０００円、前年比で３億９ ,０８２万９ ,０００円の増となっております。ふる

さと納税特典事業委託料としまして２億２ ,９１１万２ ,０００円、それから職員駐

車場造成工事費として１億８ ,５３８万２ ,０００円を計上しております。  

 款３民生費、項１社会福祉費は、予算額で１１億２ ,６７４万２ ,０００円で、前

年比で１億４ ,３１７万４ ,０００円の増となっております。地域福祉センターハー
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トピアみよたの改修工事で５ ,５９３万３ ,０００円、こちらは外壁の塗装、エアコ

ン 、 介 護 浴 槽 の 取 替 え な ど の 改 修 を 行 い ま す 。 高 齢 者 生 活 応 援 事 業 補 助 金

４ ,７００万円は、昨年まで支給額５ ,０００円を１万円に引き上げて応援券を支給

するものです。  

 項２児童福祉費は１３億９ ,１３７万３ ,０００円で、前年比２億８ ,３４５万

６ ,０００円の増となっております。こちら大きなものとしましては、私立保育園

の保育事業委託料として２億３ ,７１６万２ ,０００円、こちらが保育園新設などに

より、前年比６ ,４７６万円ほど増加しております。また、雪窓保育園改修工事と

しまして７ ,６２３万円、こちら、厨房の移設と会議室、更衣室、これらを設ける

工事を予定しております。  

 款４衛生費、項１保健衛生費は、コロナウイルスワクチン接種経費の皆減により

まして、前年比で７ ,５１２万６ ,０００円の減となっております。地方公共団体実

行計画策定委託料８６０万円は、国の地球温暖化対策計画に即した町の計画を策定

するものでございます。また、帯状疱疹ワクチン予防接種費用補助金は、不活化ワ

クチンと生ワクチンの２種類の接種費用に対しまして２分の１の補助をするもので

す。  

 款６農林水産業費、項１農業費で、ソバ刈り取りのためのコンバイン購入費

９ ５ ２ 万 ６ ,０００ 円、それから、項２の林業費では、有害鳥獣対策として

１ ,０００ｍ林道沿いの緩衝地帯整備事業４２４万円、項３農地費では、雪窓湖の

ため池浚渫設計委託料５００万円などを計上しております。  

 款７商工費では、龍神まつり補助金、こちら１ ,３８０万円で計上しております。

龍神まつりは第５０回の節目の開催となりまして、内容を見直すとともに、充実を

図るため、前年比６６０万円の増額をしております。  

 ５ページ、お願いいたします。  

 款８土木費、項２道路橋梁費は、本年度予算額１４億８ ,３３８万９ ,０００円で、

前年比で８億７０２万１ ,０００円の増です。都市再生整備事業計画事業のうち、

都 市 構 造 再 編 集 中 支 援 事 業 と し ま し て 、 東 原 西 軽 井 沢 線 な ど の 整 備 に ７ 億

４ ,４８０万円、町単独道路新設改良事業として２億５ ,０００万円に融雪剤保管積

込み倉庫建設費５ ,０００万円を加えまして、合計３億円の町単独事業を計画して

おります。  
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 項４都市計画費では、本年度予算額３億２ ,１０６万１ ,０００円で、前年比１億

６２３万６ ,０００円の増となっております。こちら公園施設整備工事６ ,７６９万

３ ,０００円は雪窓公園の複合遊具の更新工事、こちらで５ ,６６０万円を計上して

おります。  

 款１０教育費は、項２小学校費につきまして、予算額１億５９６万８ ,０００円

で、前年比１ ,７０４万９ ,０００円の増となっております。４年に１度の教科書の

改訂によりまして、教科書指導書購入費としまして１ ,２３７万円を計上しており

ます。  

 項４の社会教育費は、文化財収蔵庫建設工事費としまして１億６５万円を計上し

ております。体育施設の再構築を計画しているため、現在、ヘルスパイオニアセン

ターの倉庫で保管している文化財の保管場所を新たに設ける必要があることから、

収蔵庫を建設するものです。  

 歳出合計８９億９ ,７３０万６ ,０００円となっております。  

 議案書に戻っていただきまして、１９８ページお願いいたします。  

 「第２表  地方債」でございます。  

 起債の目的、限度額、こちらを続けて説明申し上げます。  

 一般事業としましては６８０万円、公共事業等で４億８ ,３７０万円、防災対策

事業では３６０万円、地方道路等整備事業が１億１ ,２５０万円、緊急防災・減災

事業としまして１５０万円、緊急自然災害防止対策事業で２ ,４２０万円、公共施

設等適正管理推進事業で１億６ ,７１０万円、臨時財政対策債で１ ,７１４万

１ ,０００円、合計で８億１ ,６５４万１ ,０００円の地方債を予定しております。  

 起債の方法につきましては、証書借入または証券発行としております。利率につ

いては年４％以内。ただし、利率見直し方式で借り入れる資金について、利率の見

直しを行った後においては当該見直し後の利率としております。  

 償還の方法としましては、政府資金については、その融資条件により、銀行、そ

の他の場合には債権者と協定するものとする。ただし、町財政の都合により据置期

間及び償還期限を短縮し、または繰上償還、もしくは低利に借り替えをすることが

できるとしております。  

 内容についての説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  
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 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

 尾関充紗議員。  

○２番（尾関充紗君）   議案書２７０ページ、款７商工費、項１商工費、目１商工振興費、

節１８負担金、補助及び交付金、ＵＩＪターン就業・創業移住支援金１ ,２８０万

円について、令和５年度当初予算と比べ、おおよそ半減していますが、積算根拠を

教えてください。  

 ２７２ページ、款７商工費、項１商工費、目２観光費、節１８負担金、補助及び

交付金、龍神まつり補助金１ ,３８０万円の内訳と、昨年開催からの変更予定の内

容、また、現在ホームページ等で募集している町民からの意見を反映させられる金

額はどの程度見積もっているのか教えてください。  

 次、２７９ページ、お願いします。  

 款７土木費、項５住宅費、目１住宅管理費、節１２委託料、景観計画策定支援業

務委託料６７５万４ ,０００円について、委託内容の詳細を教えてください。  

○議長（荻原謙一君）   金井産業経済課長。  

○産業経済課長（金井英明君）   予算書２７０ページのＵＩＪターン就業・創業支援金

１ ,２８０万円の積算の根拠について説明いたします。  

 本年度の当初予算は、令和元年度から令和３年度までの３年間に、対象地域から

御代田町に転入した世帯数の平均値の１０分の１世帯を交付対象者として見込み、

単身世帯を６世帯、２人以上世帯を１４世帯、１８歳未満加算対象者を７人といた

しました。  

 令和６年度の当初予算では、本年度中に問合せがありました中で、交付要件を満

たし御代田町への移住を考えている相談件数を基に積算しております。予算計上は、

支援金６０万円の単身世帯を３世帯、支援金１００万円の２人以上世帯を７世帯、

この７世帯のうち１８歳未満加算対象者を４人で見込んでおります。  

 本制度は、国及び長野県の制度に基づき、移住等に関する要件や就業に関する要

件、創業等に関する要件を詳細に定めており、これまでに２５件の問合せを頂いて

おりますが、要件に合致しない方が多くありました。  

 このことから、令和６年度は単に対象地域からのこれまでの転入実績から積算し

たものではなく、本年度、実際に問合せを受けた中で支援金の交付対象と見込まれ

る件数を基に積算しております。  
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 続きまして、予算書２７２ページの龍神まつりの補助金についてお答えいたしま

す。  

 龍神まつりの内容の見直し及び昨年開催した第４９回龍神まつりの課題に対する

改善事項を踏まえ予算計上をしております。  

 予算については、昨年と同様に真楽寺、駅前、龍神の杜公園の３会場を利用し、

同様の企画内容を基に積算しております。  

 予算内訳は、龍神の舞に関する龍神費として１３７万円、このうち９１万円は龍

の頭と胴体の修繕費が含まれております。そのほか、龍神太鼓「鼓響」に関する経

費として２２万円、シャトルバス・トラックの借上げとして１１５万円、ステージ

設営・電気配線などに関する経費として１７１万円、音響・照明等の機器レンタル

運用に関わる委託費６７２万円、道路使用許可などの各種申請手数料・保険料・ご

み処理に関する役務費として３３万円、ＳＮＳ等による広報費３１万円、祭り協力

者などへの謝礼として２４万円、参加者及びスタッフの飲み物等の需用費として

４７万円、中学生クイズ大会・ジャンボカルタ大会・企画分野の報酬に関する企画

部会費として５６万円、祭り看板作成費７２万円を見込んでおります。  

 この中で、昨年から増額となっている主なものについて説明いたします。  

 龍の頭の大規模修繕及び胴体の修繕は先ほど説明したものになります。そのほか

太鼓の修繕、ステージに使用する木材の更新、ＳＮＳを活用した情報発信、駐車場

不足を解消するため、やまゆりグラウンドの夜間利用を踏まえたシャトルバスの増

便、祭りの司会進行を専門業者への委託、これまで無償で協力していただいた真楽

寺駐車場防犯協会員への謝礼、企画部員の報酬、祭り内容の見直しに伴う看板の作

成です。  

 また、委託料に含まれる音響・照明等機材のレンタル料については、物価上昇分

を見込んで積算しております。  

 祭り内容の変更点につきましては、昨年の龍神の杜公園への来場者が集中し、大

変危険な状況にあったことなどを踏まえ、会場の変更を検討しているところです。

具体的には、駅前で実施した開会式及び龍神の舞を龍神の杜公園に移し、駅前には

飲食ブースとして、飲食店やキッチンカーの出店に特化しようというものでござい

ます。  

 龍神の杜と飲食ブースの会場を分けるとともに、龍神の杜公園での龍神の舞を
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２公演実施することにより、来場者の分散化を図りたいと考えております。龍神の

舞を１か所にすることで駅前ステージ、それに係る音響ブースなど、不要になるも

のもございます。  

 また、子どもたちに灯籠を作成してもらい、それを駅前に飾るなど、にぎわいの

創出を企画しているところでございます。  

 会場変更案につきましては、現在、各区への会覧や町へのＬＩＮＥを利用し、

３月５日までに意見募集をしているところです。  

 今回、会場変更案に対して寄せられた意見は、企画部会で再度検討いたしまして、

第５０回の龍神まつり案として、正副実行委員長会議に提出してまいります。  

○議長（荻原謙一君）   小林建設水道課長。  

○建設水道課長（小林  靖君）   議案書の２７９ページ、款８土木費、項５住宅費、目

１住宅管理費、節１２委託料、景観計画策定支援業務委託料の委託内容の詳細とい

うことでお答えさせていただきます。  

 こちらにつきましては、町内の景観に関する規制は、現在の長野県の景観条例が

適用されておりますけども、町の実態に合ったより良好な景観とするため、景観に

関する現状及び町民の意向を踏まえつつ、景観の基本的方向性及び考え方を取りま

とめ、景観法に基づく景観計画及び景観条例を策定するために本業務を委託するも

のでございます。  

 具体的には、令和６年度及び令和７年度の２か年で策定してまいります。令和

６年度の委託内容は、基礎調査の年となりますけれども、町内全域の景観の特性、

例えば地形であったり、自然条件、歴史的背景や土地利用の現状を整理します。ま

た、関係する上位法等の整合の整理、それから住民意識調査として住民アンケート

を実施したり、ワークショップ形式による住民懇談会の開催を予定しております。

これらの調査結果を基に、景観計画区域及び地区区分を設定し、景観に関する基本

方針及び目標についての検討までを実施する予定でございます。  

 ちなみに、令和７年度については、景観計画案の作成、計画策定に関する意見募

集や委員会説明会の開催、景観行政団体移行の手続、景観条例策定の業務を予定し

ております。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   尾関充紗議員。  



４６ 

○２番（尾関充紗君）   ２７２ページ、龍神まつり補助金について、今ご説明ありました

が、ＳＮＳの宣伝費について、ＳＮＳの更新を委託するということか、もしくはＳ

ＮＳの投稿を宣伝する費用としての計上か、どちらかお聞かせください。  

○議長（荻原謙一君）   金井産業経済課長。  

○産業経済課長（金井英明君）   ＳＮＳの件についてお答えいたします。  

 ＳＮＳのこの３１万円は、ＳＮＳの発信する回数で積算しております。４月から

６月の３か月間は週１回、７月に入りましたら２週間に１回、１週間前には毎日の

ように更新していくというような形で積算をさせていただいております。そこに伴

います人件費といたしまして、それを見込みまして計上させていただいております。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   尾関充紗議員。  

○２番（尾関充紗君）   ＳＮＳの担当というのは、どなたになるんでしょうか。  

○議長（荻原謙一君）   金井産業経済課長。  

○産業経済課長（金井英明君）   企画部員の中にＳＮＳを専門として担当する方がいます

ので、その方を中心にやっていくように考えております。  

○議長（荻原謙一君）   尾関充紗議員。  

○２番（尾関充紗君）   以上です。  

○議長（荻原謙一君）   ほかに質疑のある方は挙手を願います。  

 内堀綾子議員。  

○３番（内堀綾子君）   議案書２２１ページ。歳出、款３総務費、項１総務管理費、目

１一般管理費、人事評価制度構築導入支援業務委託料はどのような内容になってお

りますでしょうか。  

 議案書２２２ページ、歳出、款２総務費、項１総務管理費、目１一般管理費、シ

ステムリプレイス管理委託料、コンピューター管理委託料、システム改修業務委託

料の詳細をお知らせください。  

 議案書２２８ページ、駅前整備事業検討業務委託料の内容は。  

 議案書２３８ページ、歳出、款３民生費、項１社会福祉費、目１社会福祉総務費、

障害者に優しい住宅改良補助金、内容と周知方法は。  

 議案書２８６ページ、歳出、款１０教育費、項１教育総務費、目２事務局費、Ｇ

ＩＧＡスクール整備事業経費、このほかに国が令和６年度までに延長した整備にお
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ける補助金の申請は。  

 議案書３０２ページ、歳出、款１０教育費、項４社会教育費、目７文化財収蔵庫

建設費、どういった建物を想定しているのか、お聞かせください。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   荻原総務課長。  

○総務課長（荻原春樹君）   それでは、議案書の２２１ページ。  

 こちらの説明欄の中ほどになります、１２０６０、人事評価制度構築導入支援業

務委託料４０万６ ,０００円のこちらについて説明をさせていただきます。  

 人事評価制度を職員の処遇に反映することにつきましては、地方公務員法第

２３条に規定があり、適切な運用を行わなければならないとされております。  

 その中で、御代田町では平成２８年から人事評価制度を導入しておりますが、

８年が経過し、評価基準や項目、処遇への反映など、時代に見合うような制度の見

直しが必要であるというふうに考えております。  

 予算に計上いたしました委託料は、そのような制度の見直しを図るため、また、

人事評価制度の知識を深めて、適切な運用を進めるため、研修会やマニュアルの作

成、評価分析、運用支援など、コンサルティングするための委託料となっておりま

す。  

 続きまして、次の２２２ページ中ほどの電算管理委託費の中の１２０１０システ

ムリプレイス管理委託料４８万４ ,０００円の内容でございます。こちらにつきま

しては、情報システム関連のアドバイザリー業務の委託料となっております。証明

書発行サーバーのリプレイスなどの業者から提出される見積書の内容精査や、情報

システムやセキュリティ関連に係るアドバイザリー業務を委託するものでございま

す。専門性の高い部分を補ってもらっているというものでございます。  

 続きまして、その下のコンピューター保守管理委託料５６２万９ ,０００円の詳

細であります。こちらは、電算システム機器の保守委託料となっております。主な

ものにつきましては、電算システムのサーバー、ウイルス対策ソフト、行政手続の

オンライン対応のシステム、統合型ＧＩＳやＬＧＷＡＮ回線の無線化に伴う機器の

保守の委託料となっております。  

 続きまして、その下になりますが、システム改修業務の委託料２ ,９７２万円の

詳細でございますが、こちら、住民記録、地方税、福祉などの業務の情報システム
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を標準仕様の下、開発をしまして、共通のサーバーにこれらを乗せまして、コスト

の削減等を目指す情報システムの標準化を国主導の下、令和７年度末までに進める

ということになっております。  

 その中で、戸籍システムの標準化経費としまして、２ ,９３８万８ ,０００円、そ

れと昨年度に引き続き、文字の同定作業を３３万２ ,０００円で予定しているとこ

ろでございます。具体的には、データの欠損や重複、表記揺れなどのチェックと修

正、共通サーバーへ移行するための環境設定、運用テスト、連携プログラムの修正

等の作業を実施する予定となっております。  

 なお、今回計上している分につきましては、国のデジタル基盤改革支援補助金が

充てられるということになっておりまして、全てこの補助金で賄えるということに

なっております。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   内堀企画財政課長。  

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の２２８ページの説明欄の一番下になります。  

 駅周辺整備検討業務委託５１５万９ ,０００円の内容についてお答えいたします。  

 こちらは、令和５年度から実施をしました委託業務になっております。令和５年

度で得られた検討資料を基にしまして、令和６年度では町民参加型のワークショッ

プを開催したいと考えております。  

 ワークショップでは、令和５年度で想定された幾つかの整備パターン、そういっ

たものや概算事業費などを説明しまして、駅前や駅舎、それから周辺整備に対する

意見を抽出します。  

 その後、検討資料をブラッシュアップしていくといった内容で計画をしておりま

す。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   浅川保健福祉課長。  

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の２３８ページ説明欄の中段、やや下

側でございます。  

 障害者にやさしい住宅改良補助金の内容と周知方法はということで、そちらのほ

うについてお答えをさせていただきます。  

 こちらは、身体障害者が生活の利便を図るため、その居住のための住宅の改良に
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要する費用に対する補助金になります。  

 対象者は、食事、排泄、寝起き等の日常生活において、常時介護を要する６５歳

未満の身体障害者手帳を所持されている方でございます。ただし、身体障害者手帳

の４から６級の所持者につきましては、独居者または常時介護する者がいない方に

なります。  

 支給要件としましては、御代田町に住所があること、それから前年の所得税額の

合計額が８万円以下の世帯に属していることとなり、補助対象としましては、日常

生活の利便を図るための身体障害者が常時使用する居室、浴室、トイレ、洗面所、

玄関、階段等を改良するものとなります。ただ、新築、新設、増築工事、洋式便器

から洋式便器への交換、洋式トイレの増設、トイレ水洗化のための配管工事などは

対象外でございます。  

 対象経費の上限は７０万円で、補助金の交付額は対象経費の９割でございます。

県から２分の１が補助されます。  

 周知方法としましては、町のホームページ、企画財政課で発行している町民の皆

様を対象とした、御代田町の補助・サービス一覧及び福祉係で発行している福祉の

しおりで皆様にお知らせをしているところでございます。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   阿部教育次長。  

○教育次長（阿部晃彦君）   議案書２８６ページ下のほう、ＧＩＧＡスクール整備事業経

費、このほかに補助金の申請はということでございました。  

 令和４年度までを計画期間としていた教育のＩＣＴ化に向けた環境整備５か年計

画について、文部科学省では、学校のＩＣＴ環境整備を持続的、継続的に進めてい

くことが重要であり、ＧＩＧＡスクール構想を踏まえた成果や課題について検証等

を行い、新たなＩＣＴ環境整備方針の策定について、令和７年度に向けて検討を進

めるとして、計画期間を令和６年度まで２年間延長しております。  

 この計画の中で、学習者用また指導者用のパソコンや大型掲示装置、実物投影機

等を整備した場合、補助金という形ではなく地方財政措置、交付税の措置があると

いうふうになっております。  

 令和６年度では、学習用ツールや公務用サーバーの購入等を計画しておりますが、

これらにつきましても交付税の措置となっておりますので、補助金としての申請は
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ありません。  

 それから、続いて議案書３０２ページです。文化財収蔵庫建設事業経費でござい

ます。  

 どういった建物を想定しているかという御質問でございます。現在の想定につき

ましては、予算計上をするためのものでありまして、詳細な設計については年度当

初に実施していくので、確定ではないということをご理解いただきたいと思います。  

 まず、場所につきましては、町長挨拶にもありましたが、Ｂ＆Ｇ海洋センター体

育館の北側、弓道場の一段上の場所を想定しております。大きさですが、幅が

９ .６ｍ、奥行き４１ .４ｍ、高さ約４ .５ｍ、床面積約３９７ .５ｍ２としておりま

す。  

 これにつきましては、現在保有している収蔵物と、今後、発掘等があった場合の

必要量の推計などから算出をしております。  

 内部につきましては、中間の柱や間仕切りの壁がない構造で、床はコンクリート、

内側の壁については床から１ .８ｍまでをシナ合板──木を加工したものですけれ

ども、そういったもので考えております。ですので、あくまで収蔵がメインという

ことで考えておりますので、空調ですとか給排水等の設備等の予定はしていないと

いうのが現段階の状況でございます。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   内堀綾子議員。  

○３番（内堀綾子君）   以上です。  

○議長（荻原謙一君）   ほかに質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２３  議案第２１号  令和６年度御代田財産区特別会計  

予算案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２３  議案第２１号  令和６年度御代田財産区特別会計予

算案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  
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（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書３１８ページをお願いいたします。  

 議案第２１号  令和６年度御代田財産区特別会計予算案について  

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、令和６年度御代田財産区特別会計予

算を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ３２０ページをお願いいたします。  

 令和６年度御代田財産区特別会計の予算は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算）  

 第１条  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１ ,２５８万４ ,０００円と定

める。  

 第２項  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表  歳入

歳出予算」による。  

 こちらの予算につきましては、令和６年２月２日に開催しました御代田財産区管

理会において同意を得ております。  

 ３２１ページをお願いします。  

 第１表  歳入歳出予算です。  

 まず、歳入です。  

 款１財産収入、項１財産運用収入、本年度予算額２４８万１ ,０００円です。こ

ちらは、財産供有地の貸付料２４５万円、それから財政調整基金の利子の収入を見

込んでおります。  

 項２財産売払収入は１ ,０００円で科目を設定しております。  

 款２繰入金、項１基金繰入金です。本年度予算額１ ,０１０万円です。こちらは

財政調整基金からの繰入金でございます。  

 款３繰越金、項４諸収入につきましては、それぞれ１ ,０００円ずつ科目設定を

しております。  

 歳入合計１ ,２５８万４ ,０００円です。  

 ３２２ページをお願いします。  

 歳出です。  
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 款１総務費、項１総務管理費です。本年度予算額１ ,２４９万４ ,０００円です。

こちらは、財産区有地の下刈委託料６４０万円、それから財産区有地の管理委託料

としまして４００万円、こちらが主な支出でございます。今年度予算額減っており

ますのは、流木の伐採委託料を前年度より減額しておりますので、前年比で減額と

なっております。  

 款２の予備費につきましては９万円で調整しまして、歳出合計１ ,２５８万

４ ,０００円の予算となっております。  

 説明については、以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２４  議案第２２号  令和６年度小沼地区財産管理特別会計  

予算案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２４  議案第２２号  令和６年度小沼地区財産管理特別会

計予算案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書３２７ページお願いいたします。  

 議案第２２号  令和６年度小沼地区財産管理特別会計予算案について  

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、令和６年度小沼地区財産管理特別会

計予算を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ３２９ページお願いいたします。  

 令和６年度小沼地区財産管理特別会計の予算は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算）  

 第１条  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ４３０万８ ,０００円と定め



５３ 

る。  

 第２項  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表  歳入

歳出予算」による。  

 こちらの予算につきましては、令和６年２月２日付で小沼地区財産管理委員会の

同意を得たものでございます。  

 ３３０ページ、お願いいたします。  

 第１表  歳入歳出予算です。  

 まず、歳入についてです。  

 款１財産収入、項１財産運用収入、本年度予算額８ ,０００円です。こちら、土

地の貸付料、それから基金の預金利子を見込んでおります。  

 項２財産売払収入、本年度予算額２９０万８ ,０００円です。こちら、土地の

１か所について売払いの見込みで予算を計上しております。前年比で増えているの

は、こちらの予算を見込んだため、この分で増えております。  

 款２繰入金、項１基金繰入金です。本年度予算額１３９万円です。こちら、財政

調整基金からの繰入金です。  

 款３繰越金、それから項４諸収入につきましては、それぞれ１ ,０００円ずつ科

目設定をしまして、歳入合計で４３０万８ ,０００円の予算額となっております。  

 ３３１ページ、お願いします。  

 歳出についてです。  

 款１総務費、項１総務管理費です。本年度予算額４３０万８ ,０００円です。こ

ちらは、小沼地区への林野管理委託料としまして２６２万５ ,０００円、それから、

今回土地の売払いにかかる境界測量費、それから土地鑑定料、それぞれ約６０万円

ほど計上しまして、前年と比べまして１２０万円ほど多くなっております。  

 款２の予備費については、本年度予算額ございません。  

 歳出合計で４３０万８ ,０００円の予算額となっております。  

 説明については、以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  
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－－－日程第２５  議案第２３号  令和６年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計  

予算案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２５  議案第２３号  令和６年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計予算案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の３３６ページをご覧ください。  

 議案第２３号  令和６年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計予算案につい

て  

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、令和６年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計予算を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ３３８ページをご覧ください。  

 令和６年度御代田町の国民健康保険事業勘定特別会計の予算は次に定めるところ

による。  

 （歳入歳出予算）  

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１６億１ ,６７８万６,０００円

と定める。  

 第２項  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表  歳入

歳出予算」による。  

 （一時借入金）  

 第２条  地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は３ ,０００万円と定める。  

 （歳出予算の流用）  

 第３条  地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各校の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。  

 第１号  保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一
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款内でのこれらの経費の各項の間の流用。  

 ３３９ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算。  

 まず、歳入でございます。  

 款１項１国民健康保険税、本年度予算額３億６ ,１５５万８ ,０００円で、前年度

比４ .２％の減となっております。現年度徴収率は９６ .３％での算定でございます。

また、被保険者数は３ ,４７０人で試算をしております。  

 款２使用料及び手数料、項１手数料、こちらは国保税督促手数料としまして

２０万９ ,０００円の計上でございます。  

 款３国庫支出金、項１国庫補助金、こちらは社会保障・税番号制度システム整備

費補助金等、災害臨時特例補助金でそれぞれ１ ,０００円の科目設定でございます。  

 款４県支出金、項１県補助金１０億９ ,５９８万３ ,０００円で、前年度比

３ .３％の増となっております。こちらは、市町村が支払う保険給付費等に要する

費用に対し、全額交付される普通交付金と、医療費の適正化に向けた取組や生活習

慣病予防事業等の取組に応じて交付される特別交付金となっております。  

 款５財産収入、項１財産運用収入、こちらは基金利子として７万５ ,０００円で

ございます。  

 款６繰入金、項１他会計繰入金９ ,６０８万９ ,０００円で、前年度比１０ .２％

の減となっております。こちらは、一般会計からの繰入れで保険基盤安定繰入金が

主なものでございます。  

 款７項１繰越金、こちら６ ,０００万円を計上しております。  

 款８諸収入、項１延滞金加算金及び過料、こちらは２２９万７ ,０００円の計上

でございます。  

 項２受託事業収入、こちら２７万円の計上でございます。令和５年１０月より導

入されましたインボイス制度に対応するためのものでございます。  

 項３雑入３０万３ ,０００円の計上としております。  

 歳入合計１６億１ ,６７８万６ ,０００円の予算となっております。  

 ３４０ページをご覧ください。  

 歳出でございます。  

 款１総務費、項１総務管理費、本年度予算額５０９万９ ,０００円で、前年度比
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１２ .５％の増となっております。委託料、通信運搬費が主なものでございます。  

 項２徴税費、賦課徴収費としまして５０２万円の計上でございます。  

 項３運営協議会費１９万４ ,０００円は、国保運営協議会の委員報酬９名分でご

ざいます。  

 款２保険給付費、項１療養所費、こちらは療養給付費、療養費等でございまして、

９億４ ,０２２万３ ,０００円で、前年度比３ .４％の増となっております。前年度

の給付見込み等に基づき試算をしてございます。  

 項２高額療養費１億２ ,８５６万９ ,０００円で、前年度比１ .４％の減となって

おります。こちらも前年度の見込みからの試算でございます。  

 項３出産育児一時金７５０万４ ,０００円で、前年度比１９％の増となっており

ます。こちらは、昨年度と同様の１５件を見込んでおりますが、昨年度に補正対応

させていただきました１件当たり８万円の増額分を今年度は当初予算から計上した

ことによる増額でございます。  

 項４葬祭処費１５０万円で、見込み件数は昨年度と同じ３０件での計上でござい

ます。  

 項５傷病手当諸費、こちらは新型コロナウイルス感染症による傷病手当金として

３８万４ ,０００円を計上しております。  

 款３国民健康保険事業費納付金、こちらは、市町村の被保険者数、所得水準、医

療費水準等を加味した上で、県より示された額での計上となっております。  

 項１医療給付費２億８ ,３５５万２ ,０００円で、前年度比０ .２％の減でござい

ます。  

 項２後期高齢者支援金等１億２ ,９２６万５ ,０００円で、前年度比５ .５％の増

でございます。  

 項３介護納付金４ ,５５８万７ ,０００円で、前年度比５ .３％の増でございます。  

 款４保健事業費、項１特定健康診査等事業費２ ,０２１万円で、こちらは特定健

康診査等の事業費となっております。  

 項２保健事業費８５３万７ ,０００円で、レセプト点検職員の賃金、それから人

間ドックの補助金等となっております。  

 款５諸支出金、項１償還金及び還付加算金３０８万１ ,０００円で、こちらは一

般被保険者還付金、国や県への返還金等の計上でございます。  
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 款６項１基金積立金１０万円で、こちらは基金利子分の積立てでございます。  

 款７項１予備費３ ,７９６万１ ,０００円でございます。  

 歳出合計１６億１ ,６７８万６ ,０００円の予算となっております。  

 説明は、以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２６  議案第２４号  令和６年度御代田町介護保険事業勘定特別会計  

予算案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２６  議案第２４号  令和６年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計予算案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の３５６ページをご覧ください。  

 議案第２４号  令和６年度御代田町介護保険事業勘定特別会計予算案について  

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、令和６年度御代田町介護保健事業勘

定特別会計予算を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ３５８ページをご覧ください。  

 令和６年度御代田町の介護保険事業勘定特別会計の予算は、次に定めるところに

よる。  

 （歳入歳出予算）  

 第１条 歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１２億５ ,４０６万１,０００円

と定める。  

 第２項  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表  歳入

歳出予算」による。  
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 （一時借入金）  

 第２条  地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最

高額は２ ,０００万円と定める。  

 （歳出予算の流用）  

 第３条  地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経

費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。  

 第１号、保険給付費の各項に計上した予算に過不足を生じた場合における同一款

内でこれらの経費の各項の間の流用。  

 ３５９ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算。  

 まず、歳入でございます。  

 款１保険料、項１介護保険料、本年度予算額２億８ ,５１４万円で、前年度比

１５％の増となっております。基準月額は５ ,１６０円で、普通徴収、現年度徴収

率は９７％での算定となっております。  

 款２分担金及び負担金、項１負担金１５８万２ ,０００円で、こちらは介護予防

事業を利用する皆様の負担金となっております。  

 款３使用料及び手数料、項１手数料、督促手数料としまして４万８ ,０００円の

計上でございます。  

 款４国庫支出金、項１国庫負担金１億９ ,７８７万９ ,０００円で、前年度比

４ .３％の増となっております。介護給付費の負担金でございます。  

 項２国庫補助金５ ,２２５万９ ,０００円で、こちらは調整交付金と地域支援事業

交付金、保険者機能強化推進交付金、保険者努力支援交付金等となっており、前年

度比の６ .２％の減でございます。  

 款５項１支払基金交付金３億１ ,３７７万１ ,０００円で、前年度比５ .３％の増

となっております。こちらも介護給付費に対する交付金でございます。  

 款６県支出金、項１県負担金１億６ ,９７０万円で、前年度比６ .５％の増でござ

います。こちらも介護給付費への負担金でございます。  

 項２県補助金９８７万３ ,０００円で、前年度比１ .５％の増でございます。こち

らは地域支援事業交付金となっております。  

 款７財産収入、項１財産運用収入、基金の利子としまして３万４ ,０００円の計
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上でございます。  

 款８繰入金、項１他会計繰入金２億１ ,０２７万１ ,０００円で、一般会計から介

護給付費、地域支援事業等、それから低所得者保険料軽減分、また、職員給与費等

への繰入れとなっておりまして、前年度比１３ .６％の増でございます。  

 項２基金繰入金の計上はございません。  

 款９項１繰越金、こちら１ ,０００万円の計上でございます。  

 款１０諸収入、項１延滞金加算金及び過料、こちらは１０万円の計上でございま

す。  

 項２サービス収入３４０万１ ,０００円で、要支援者１・２の方の居宅介護予防

支援サービス計画費となっております。  

 項３雑入３ ,０００円の計上でございます。  

 歳入合計１２億５ ,４０６万１ ,０００円の予算でございます。  

 ３６０ページをご覧ください。  

 歳出でございます。  

 款１項１総務費、本年度予算額１ ,９８４万９ ,０００円で、こちらはシステムの

委託料や借上料、佐久広域連合介護認定審査会負担金等の計上となっております。  

 款２項１保険給付費１１億３ ,１０２万６ ,０００円で、前年度比５ .３％の増と

なっております。介護サービス給付経費、主に居宅介護サービス給付費の増が増額

の主な要因となっております。  

 款３地域支援事業費、項１包括的支援事業・任意事業費５ ,１７８万８ ,０００円

で、前年度比２８ .６％の増となっております。こちらは人件費や地域包括支援セ

ンターの運営経費が主なものでございます。  

 項２介護予防・生活支援サービス事業費３ ,８０９万１ ,０００円で、前年度比

１１ .７％の増となっております。訪問型サービスや通所型サービスの委託料負担

金の計上でございます。  

 項３一般介護予防事業１５８万４ ,０００円で、介護予防普及啓発事業として介

護予防教室、生活介護支援サポーター養成事業、口腔機能向上教室等の経費でござ

います。  

 款４項１基金積立金５万円は、基金の利子分の積立でございます。  

 款５項１諸支出金５０万３ ,０００円で、こちらは保険料等還付経費となってお
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ります。  

 款６項１予備費１ ,１１７万円でございます。  

 歳出合計１２億５ ,４０６万１ ,０００円の予算となっております。  

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２７  議案第２５号  令和６年度御代田町後期高齢者医療特別会計  

予算案について－－－  

○議長（荻原謙一君）   日程第２７  議案第２５号  令和６年度御代田町後期高齢者医療

特別会計予算案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   議案書の３７７ページをご覧ください。  

 議案第２５号  令和６年度御代田町後期高齢者医療特別会計予算案について  

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、令和６年度御代田町後期高齢者医療

特別会計予算を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ３７９ページをご覧ください。  

 令和６年度御代田町の後期高齢者医療特別会計の予算は、次に定めるところによ

る。  

 （歳入歳出予算）  

 第１条  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ２億３ ,８３３万７ ,０００円

と定める。  

 第２項  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表  歳入

歳出予算」による。  
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 ３８０ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算。  

 まず、歳入でございます。  

 款１項１後期高齢者医療保険料、本年度予算額１億８ ,７４０万５ ,０００円で、

こちらは長野県後期高齢者医療広域連合の試算によりまして、前年度比２３ .１％

の増となっております。普通徴収、現年度徴収率は９９ .２％での算定でございま

す。  

 款２使用料及び手数料、項１手数料、督促手数料で３万円の計上でございます。  

 款３繰入金、項１一般会計繰入金４ ,６９９万４ ,０００円で、前年度比１２ .３％

の増で、こちらは事務費、保険基盤安定また保健事業費に対する繰入れとなってお

ります。  

 款４項１繰越金１０万円の計上でございます。  

 款５諸支出金、項１延滞金、加算金及び過料１０万円の計上でございます。項

２ 償 還 金 及 び 還 付 加 算 金 ５ ０ 万 ５ ,０ ０ ０ 円 の 計 上 で ご ざ い ま す 。 項 ３ 雑 入

３２０万３ ,０００円で、健診事業費広域連合支出金、特別調整交付金となってお

ります。  

 歳入合計２億３ ,８３３万７ ,０００円の予算でございます。  

 ３８１ページ、次ページです。ご覧をいただきたいと思います。  

 歳出でございます。  

 款１総務費、項１総務管理費、本年度予算額１６１万６ ,０００円で、通信運搬

費システム保守委託料等が主なものでございます。項２徴収費、賦課徴収経費とし

て７３万８ ,０００円の計上でございます。  

 款２項１後期高齢者医療広域連合納付金２億３ ,０２９万２ ,０００円で、前年度

比２０ .９％の増となっております。保険料等負担金、保険基盤安定負担金で、広

域連合から示された額での計上でございます。  

 款３保健事業費、項１健診事業費３３６万１ ,０００円で、後期高齢者の健診委

託料等となっております。項２保健事業費１７２万５ ,０００円で、こちらは人間

ドックの補助金でございます。  

 款４諸支出金、項１償還金及び還付加算金５０万５ ,０００円の計上でございま

す。  
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 款５項１予備費１０万円の計上でございます。  

 歳出合計２億３ ,８３３万７ ,０００円の予算でございます。  

 説明は以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２８  議案第２６号  令和６年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計  

予算案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２８  議案第２６号  令和６年度御代田町住宅新築資金等

貸付事業特別会計予算案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書３８９ページをお願いいたします。  

 議案第２６号  令和６年度御代田町住宅新築資金等貸付事業特別会計予算案につ

いて  

 地方自治法第２１１条第１項の規定により、令和６年度御代田町住宅新築資金等

貸付事業特別会計予算を、別冊のとおり提出します。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ３９１ページをご覧ください。  

 令和６年度御代田町の住宅新築資金等貸付事業特別会計の予算は、次に定めると

ころによる。  

 （歳入歳出予算）  

 第１条  歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞれ１９８万５ ,０００円と定め

る。  

 第２項  歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は、「第１表  歳入

歳出予算」による。  
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 次の３９２ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算歳入です。  

 上から順に予算額を申し上げます。  

 款１県支出金、項１県補助金９万円は、償還推進事業、主に事務費の補助対象と

なる４分の３相当の補助金です。  

 款２繰越金１７万円は、前年度からの繰越金でございます。  

 款３諸収入、項１貸付金元利収入１７２万４ ,０００円は、滞納分の収入見込額

でございます。項２延滞金、加算金及び過料１ ,０００円は科目設定でございます。  

 歳入合計が１９８万５ ,０００円となり、前年度と比較して１５万１ ,０００円の

増額でございます。  

 次の３９３ページをご覧ください。  

 歳出です。  

 款１土木費、項１住宅費１９８万５ ,０００円は、研修旅費、消耗品、光熱水費、

研修会負担金及び一般会計への繰出金でございます。  

 歳出合計も１９８万５ ,０００円で、前年度と比較して１５万１ ,０００円の増額

でございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第２９  議案第２７号  令和６年度御代田小沼水道事業会計  

予算案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第２９  議案第２７号  令和６年度御代田小沼水道事業会計

予算案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書３９８ページをご覧ください。  
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 議案第２７号  令和６年度御代田小沼水道事業会計予算案について  

 地方公営企業法第２４条第２項の規定により、令和６年度御代田小沼水道事業会

計予算を、別冊のとおり提出します。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ４００ページをご覧ください。  

 令和６年度御代田小沼水道事業会計予算です。  

 （総則）  

 第１条  令和６年度御代田小沼水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。  

 （業務の予定量）  

 第２条  業務の予定量は、次のとおりとする。  

 第１号、給水件数は４,５００件。第２号、年間総有収水量は、７９万６,０００ｍ３。

第３号、１日平均有収水量は２ ,１８１ｍ ３を見込んでおります。第４号、主な建

設改良工事の上水道改良総事業費は２億２ ,４７５万５ ,０００円で、こちらは西軽

井沢地区及び一里塚地区の配水管布設替え工事及び西軽井沢地区水道橋の撤去工事

が主なものでございます。  

 収益的収入及び支出。  

 次は、支出につきましては、第１款水道事業費用は２億３２７万５ ,０００円で、

前年度と比較して１ ,２１０万２ ,０００円の増額となります。第１項営業費用１億

８ ,９５９万２ ,０００円は、浅麓水道企業団からの受水費、水道メーター検針委託、

水道メーターの有効期限満了に伴う修繕費及び職員３名分、会計年度任用職員２名

分の総経費でございます。第２項営業外費用１ ,３１８万３ ,０００円は、企業債利

息及び消費税還付でございます。第３項特別損失はございません。第４項予備費は

５０万円です。  

 資本的収入及び支出でございます。  

 第４条  資本的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める。  

 資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する額の資本的収支の差額でございま

すが、２億５ ,１５８万８ ,０００円は、建設改良積立金で１億９ ,４３０万

５ ,０００円及び損益勘定留保資金として減価償却費から長期前受金を差し引いた

額に収益的収支の利益を加えた額になります、５ ,７２８万３ ,０００円で補填する
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ものでございます。  

 収入につきましては、第１款資本的収入は１ ,８５９万円で、前年度と比較して

４２９万円の増額となります。第１項企業債はございません。第２項工事負担金

１ ,８５９万円は、新規加入金１３０件分を見込んでおります。第３項補助金はご

ざいません。  

 次の４０１ページをご覧ください。  

 支出につきましては、第１款資本的支出２億７ ,０１７万８ ,０００円で、前年度

と比較して１億６２０万６ ,０００円の増額となります。まず、第１項建設改良費

２億３ ,１２５万８ ,０００円は、西軽井沢地区及び一里塚地区の配水管布設替え工

事及び西軽井沢地区水道橋撤去工事が主な支出となります。第２項企業債償還金は

３ ,６９２万円でございます。第３項予備費は２００万円です。  

 （一時借入金）  

 第５条  一時借入金の限度額は、１ ,０００万円と定める。  

 議会の議決を得なければ利用することができない経費。  

 第６条  次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に

流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に利用する場合は、議会の議決を経

なければならない。  

 １号、職員給与費２ ,２４３万４ ,０００円は、総経費の給料、手当及び福利厚生

費でございます。  

 ２号、交際費５万円は、塩野上宿用水組合の会合費でございます。  

 たな卸資産購入費。  

 第７条  たな卸資産の購入限度額は２５８万１ ,０００円と定める。こちらは水

道メーターの既存検定満了分と新築時に設置する分の購入費となります。  

 少し飛びまして、４１４ページをご覧ください。  

 令和６年度御代田小沼水道事業、予定キャッシュ・フロー計算書でございます。  

 令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの現金の流れを示したものでござ

います。  

 Ⅰ業務活動によるキャッシュ・フローは、水道事業の売上げによる収入、仕入れ

による支出、職員給料などの支出を示したもので、原材料、商品またはサービスの

購入による支出は９ ,０２８万円です。人件費支出は２ ,４９５万２ ,０００円でご
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ざいます。その他の事業支出はございません。  

 営業収入は１億８ ,６８２万６ ,０００円です。  

 負担金、補助金等収入はございません。  

 利息及び配当金の受取額は４０６万１ ,０００円でございます。  

 利息の支払額は３３９万３ ,０００円。  

 したがいまして、営業活動によるキャッシュ・フローは、プラス７ ,２２６万

２ ,０００円となります。  

 次に、投資活動によるキャッシュ・フローは、将来的な建築投資による支出、固

定資産の売却、国庫補助金、受益者負担金などの収入を示したものでございます。  

 固定資産の取得による支出は２億２ ,６４４万８ ,０００円です。  

 固定資産の売却による収入、それから国庫補助金等による収入はございません。  

 受益者負担金等による収入は１ ,８５９万円でございます。  

 したがいまして、投資活動によるキャッシュ・フローは、マイナス２億７８５万

８ ,０００円となります。  

 次に、財務活動によるキャッシュ・フローは、資金調達に関するもので、借入金

による収入、返済による支出を示したものでございます。  

 企業債による収入はございません。  

 企業債の償還による支出は３ ,６９２万円でございます。  

 したがいまして、財務活動によるキャッシュ・フローは、マイナス３ ,６９２万

円となります。  

 よって、資金減少額が１億７ ,２５１万６ ,０００円となり、資金期首残高７億

２ ,６ ９ ８ 万 ８ ,０ ０ ０ 円 に 資 金 減 少 額 を 加 え ま す と 、 資 金 期 末 残 高 は ５ 億

５ ,４４７万２ ,０００円となります。  

 以上、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第３０  議案第２８号  令和６年度御代田町下水道事業会計  
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予算案について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３０  議案第２８号  令和６年度御代田町下水道事業会計

予算案についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   それでは、議案書４１７ページをご覧ください。  

 議案第２８号  令和６年度御代田町下水道事業会計予算案について  

 地方公営企業法第２４条第２項の規定により、令和６年度御代田町下水道事業会

計予算を、別冊のとおり提出します。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ４１９ページをご覧ください。  

 令和６年度御代田町下水道事業会計予算です。令和５年度まで、公共下水道事業、

農業集落排水事業、個別排水処理施設整備事業として事業展開してきましたが、

３事業を一本化して、下水道事業として地方公営企業会計により事業を実施してま

いります。  

 （総則）  

 第１条  令和６年度御代田町下水道事業会計の予算は次に定めるところによる。  

 （業務の予定量）  

 第２条  業務の予定量は次のとおりとする。  

 １号、排水件数６ ,９２０件。２号、年間総排水量１３９万４ ,３００ｍ ３。第

３号、１日平均排水量３,８２０ｍ３。４号、建設改良費は４億１,５７１万３,０００円

で、こちらは、処理場の機械設備、電気設備等の更新事業が主なものでございます。

そのほか、西軽井沢地区、一里塚地区の下水道の排水管布設工事等を見込んでおり

ます。  

 それから、次の収益的収入及び支出でございますが、第３条  収益的収入及び支

出の予定額は次のとおり定める。  

 収入につきましては、第１款下水道事業収益は、６億６３８万３ ,０００円です。  

 第１項営業収益ですが、３億５ ,０４５万５ ,０００円は、公共下水道、農業集落
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排水事業、個別排水処理施設整備事業の使用料金と督促手数料でございます。  

 第２項営業外収益、２億５ ,５９２万８ ,０００円は、３事業への一般会計からの

補助金及び減価償却費の補助金相当分が主なものでございます。  

 支出につきましては、下水道事業費用は６億３２７万１ ,０００円です。  

 その内訳ですが、第１項営業費用５億４ ,０５２万５ ,０００円は、公共下水道及

び農業集落排水の各処理場の維持管理業務委託費及び職員３名分の総計費でござい

ます。  

 第２項営業外費用５ ,１５９万円は、企業債利息及び消費税でございます。  

 第３項特別損失９６０万６ ,０００円は、過年度消費税、それから貸倒引当金の

繰入額、賞与引当金、使用料還付金でございます。  

 第４項予備費１５５万円でございます。  

 続いて、資本的収入及び支出。  

 第４条です。資本的収入及び支出の予定額は、次のとおり定める。  

 資本的収入額が資本的支出額に対し、不足する額、こちらは資本的収支の差額に

なりますが、１億９ ,０２９万２ ,０００円は、当該年度分消費税及び地方消費税資

本的収支調整額７３９万３ ,０００円、それから引継金、こちらは未収金、使用料

滞納分でございますけれども、１ ,２５４万３ ,０００円及び当年度分の損益勘定留

保資金として減価償却費から長期前受金を差し引いた額でございます。１億

７ ,０３５万６ ,０００円で補填するものといたします。  

 ４２０ページをご覧ください。  

 収入につきましては、第１款資本的収入は７億４ ,０４２万１ ,０００円です。  

 第１項企業債４億４ ,４６０万円は、下水道事業債、資本費平準化債、公営企業

会計適用債で、いずれも公共下水道事業分でございます。  

 第２項補助金は、国庫補助金で公共下水道事業の建設工事費１億１ ,６００万円

でございます。  

 第３項他会計出資金１億４ ,４６４万１ ,０００円は、一般会計繰入金で公共下水

道事業及び農業集落排水事業分でございます。  

 第４項負担金等３ ,５１８万円は、公共下水道区域及び特定環境保全公共下水道

区域の受益者負担金でございます。  

 支出につきましては、第１款資本的支出は９億３ ,０７１万３ ,０００円です。そ
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の内訳としまして、建設改良費４億１ ,５７１万３ ,０００円、こちらは公共下水道

区域の管渠施設工事、それから公共ます設置工事費等が主なものでございます。  

 第２項企業債償還金は、５億１ ,５００万円でございます。  

 続いて、債務負担行為。  

 第５条  債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は次のとおりと

定める。  

 御代田町下水道ストックマネジメント実施計画に基づく御代田浄化管理センター

の汚泥脱水機等の機械設備及び監視制御、受変動設備の電気設備の改築工事並びに

当該改築工事の施工管理業務について、令和６年度から令和７年度までの債務負担

行為として実施するものでございます。  

 まず、処理場機械改築工事は、期間、令和６年度から令和７年度まで、限度額

１億６ ,０００万円でございます。  

 処理場電気改築工事、令和６年度から令和７年度まで、３億４００万円。  

 処理場改築工事施工管理業務、令和６年度から令和７年度まで、限度額９６０万

円でございます。  

 続いて、企業債。  

 第６条  起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は次のとおりと

定める。  

 こちら、公共下水道事業の建設改良費に係るもので充当率１００％、交付税措置

率４９％でございます。今回、地方公営企業会計として計上しておりますが、起債

の方法、利率及び償還の方法については、これまでと変更はございません。  

 まず、起債の目的、下水道事業でございますが、限度額が２億９ ,９６０万円。  

 次の資本費平準化は１億３ ,６００万円。  

 公営企業会計適用は限度額９００万円でございます。  

 いずれの目的も起債の方法は証書借入または証券発行、利率は年４ .００％以内、

償還の方法は、借入の日から据置期間を含めて４０年以内に償還する。なお、都合

により据置期間を短縮し、または繰上償還、もしくは低利に借換えすることができ

るとしております。  

 一時借入金。  

 第７条  一時借入金の限度額は２億円と定めます。  
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 ４２１ページをご覧ください。  

 （議会の議決を経なければ流用することができない経費）  

 第８条  次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に

流用し、またはそれ以外の経費をその経費の全額に流用する場合は、議会の議決を

経なければならない。  

 １号、職員給与費１ ,５３５万円は、総経費の給料、手当及び法定福利費でござ

います。  

 （他会計からの補助金）  

 第９条  下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額

は、７ ,２９４万８ ,０００円である。  

 内訳は４２６ページの項２営業外収益、目２他会計補助金に計上しております。  

 少し飛びまして、４３４ページをご覧ください。  

 令和６年度当初予算キャッシュ・フロー計算書でございます。  

 令和６年４月１日から令和７年３月３１日までの現金の流れを示したものでござ

います。  

 まず、業務活動に係るキャッシュ・フローでございますが、これは下水道事業の

売上げによる収入、仕入れによる支出、職員給料などの支出を示したものでござい

ます。  

 当年度準利益は２６１万７ ,９０９円でございます。  

 減価償却費３億５ ,４７４万２ ,０００円は、公共下水道、農集排、個別排水事業

の建物構築物の有形固定資産減価償却費となります。  

 固定資産除却費及び減損損失はありません。  

 それから、貸倒引当金の増減額は２００万円の支出で、これは不納欠損引当金と

いうことでございます。  

 引当金の増減額は１８９万６ ,０００円の支出で、賞与引当金及び法定福利費引

当金積立金でございます。  

 長期前受金戻入は１億８ ,１６８万６ ,０００円で、国、県補助金等の減価償却費

の補助金相当分でございます。  

 受取利息及び受取配当金はありません。  

 その下の支払利息及び企業債取扱諸費は３ ,６９７万８ ,０００円で、企業債利子
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分の支出でございます。  

 固定資産売却損益はありません。  

 未収金の増減額は４７０万３ ,４５２円でございます。こちらは使用料収入にな

ります。  

 未払金の増減額２ ,７８４万８ ,５６２円、こちらは処理場の維持管理託費でござ

います。  

 前払金・前払費用の増減額、前受金・前受収益の増減額、預り金の増減額、その

他流動資産の増加額、その他流動負債の減少額はありません。  

 小計が１億９ ,３４０万２ ,７９９円となります。  

 受取利息及び配当金の受取額はありませんので、支払利息及び企業債取扱諸費

３ ,６９７万８ ,０００円を差し引き、業務活動によるキャッシュ・フローは、プラ

ス１億５ ,６４２万４ ,７９９円となります。  

 次に、投資活動によるキャッシュ・フローは、将来的な建設投資による支出、固

定資産の売却、国庫補助金、受益者負担金などの収入を示したものでございます。  

 有形固定資産の取得による支出は３億７ ,７９２万１ ,００６円です。  

 有形固定資産の売却による収入及び無形固定資産の取得による支出はありません。  

 補助金による収入は１億５５５万４ ,８２７円でございます。  

 他会計補助金による収入はありません。  

 負担金による収入は３ ,１８８万１ ,５３８円でございます。  

 短期有価証券の取得による支出、短期有価証券の売却による収入はありません。  

 未収金の増減額は７０万３ ,６００円で、受益者負担金の未払分を見込んでおり

ます。  

 未払金の増減額は１億１ ,３７６万円で、こちらは工事費になりますけれども、

令和６年度に支払えない分を計上しております。  

 国庫補助金等による収入はありません。  

 受益者負担金等による収入は１ ,８５９万円でございます。  

 したがいまして、投資活動によるキャッシュ・フローは、マイナス１億２,７４２万

８ ,２４１円となります。  

 次に、財務活動によるキャッシュ・フローは、資金調達に関するもので、借入金

による収入、返済による支出を示したものでございます。  
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 企業債による収入が４億４ ,４６０万円。  

 企業債の償還による支出は５億１ ,５００万円でございます。  

 借入金による収入から短期貸付金返還による収入までは計上はございません。  

 出資金による収入は１億４ ,４６４万１ ,０００円でございます。これは一般会計

繰入金資本的収入分でございますが、したがいまして、財務活動によるキャッシ

ュ・フローは、プラス７ ,４２４万１ ,０００円となります。  

 よって、資金増加額は１億３２３万７ ,５５８円となり、資金期首残高が１６５万

円、これに資金増加額を加えますと、資金期末残高は１億４８８万７ ,５５８円と

なります。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手をお願いします。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 この際、暫時休憩します。再開はブザーにてお知らせします。  

（午後  ３時００分）  

（休   憩）    

（午後  ３時１０分）  

○議長（荻原謙一君）   休憩前に引き続き本会議を再開します。  

 

－－－日程第３１  議案第２９号  令和５年度御代田町一般会計補正  

予算案（第７号）について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３１  議案第２９号  令和５年度御代田町一般会計補正予

算案（第７号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書４３８ページをご覧ください。  

 議案第２９号  令和５年度御代田町一般会計補正予算案（第７号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町一般会計補正予
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算（第７号）を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ４４０ページをお願いいたします。  

 令和５年度御代田町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ２１０万５ ,０００円を追加

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ９３億３ ,２７６万１ ,０００円とする。  

 第２項  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 （繰越明許費）  

 第２条  地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第２表  繰越明許費」による。  

 （地方債の補正）  

 第３条  地方債の変更は、「第３表  地方債補正」による。  

 次の４４１ページ、第１表  歳入歳出予算補正につきましては、別資料になりま

す資料番号３で説明いたします。資料番号３のほうをお願いいたします。  

 まず、歳入について説明いたします。  

 款１町税、項１町民税は補正額５ ,５６９万３ ,０００円の減額補正です。個人町

民税は過年度分の申告や退職所得により６９５万１ ,０００円の増額、法人町民税

は主に大手企業２社の申告実績によりまして６ ,２６４万４ ,０００円を減額しまし

た。  

 款７地方消費税交付金は、交付決定により２ ,１１０万円を増額するものです。  

 款１５国庫支出金、項２国庫補助金は補正額９４８万５ ,０００円の減額で、橋

梁の道路メンテナンス事業補助金など補助金の確定による減額でございます。  

 ２ページ、お願いいたします。  

 款１６県支出金、項２県補助金は補正額６７７万６ ,０００円の増額で、このう

ち担い手確保経営強化支援事業補助金９１０万１ ,０００円は、農業経営の転換、

発展を図る農業者が行う農業用機械などの導入に対する補助金で、１月の交付の内

示があったため、新たに計上するものです。  
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 款１７財産収入、項２財産売払収入では、分収木売払収入４７０万８ ,０００円

を新たに計上しました。これは、昭和６０年に現在の東信森林管理所と町が契約を

した分収造林について、育成した分収木の一般競争入札が行われ、落札によりまし

て売払収入があったため収入を見込むものです。  

 款２２町債では、公共施設等適正管理推進事業として、役場職員駐車場整備に係

る土地購入費や補償費などが記載の対象となることから１ ,５５０万円を新たに計

上するものです。  

 歳入合計補正額２１０万５ ,０００円となっております。  

 ３ページお願いいたします。  

 歳出の主なものについて説明をいたします。  

 款２総務費、項１総務管理費は２ ,５２２万１ ,０００円の減額で、小沼地区財産

管理特別会計繰出金４７０万９ ,０００円は、歳入で計上しました分収木の売払収

入について、今後の分収造林の管理を行うために特別会計へ繰り出すものです。  

 用地購入費５３６万円の減額は、駅西駐車場拡張のための用地について、用地取

得のめどが立たないことから減額するものです。  

 款３民生費、項１社会福祉費は、後期高齢者医療給付費負担金７５４万８,０００円

は、負担金の確定により増額するものです。  

 款４衛生費、項１保健衛生費は１ ,０９８万７ ,０００円の増額で、新型コロナウ

イルスワクチン接種国庫返還金としまして１ ,４９９万５ ,０００円を計上していま

す。令和４年度の接種体制確保事業と接種対策費の国庫補助金と負担金の確定に伴

い返還するものでございます。  

 款６農林水産業費、項１農業費は３６０万１ ,０００円の増額で、歳出で説明し

ました担い手確保経営強化支援事業補助金９１０万１ ,０００円の計上と、給付額

が確定した農業者向け原油価格・物価高騰対応給付金５３０万円を減額するもので

す。  

 ４ページをお願いいたします。  

 款８土木費、項２道路橋梁費は、交通安全対策事業の谷地沢大塚線に係る補償金

と道路改良費などの予算を進捗にあわせ組み替えるものです。  

 また、項４都市計画費では、開発行為に関する訴訟について、和解の見通しがつ

いたため、これまでの弁護士費用として弁護士委託料２３０万円を計上しておりま
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す。  

 款１０教育費では、項４社会教育費、項５保健体育費と、項６学校給食費につい

て事業完了に伴い減額をしております。  

 款１４予備費は４,３４１万７,０００円を増額しまして、歳出合計補正額２１０万

５ ,０００円となっております。  

 議案書に戻りまして、４４６ページ、お願いいたします。  

 第２表  繰越明許費です。  

 繰越事業は１８事業で、合計５億４ ,８９１万８ ,０００円を計上しております。

いずれも年度内の完了が見込めないため、繰越しを計上したものでございます。  

 このうち主な事業では、款２総務費項１総務管理費は、庁舎管理経費駐車場整備

事業としまして３ ,１７９万５ ,０００円、こちらの整備工事につきましては１１月

完成の予定で計画しているため、翌年度へ繰り越すものです。  

 款７商工費では、物価高騰対応重点支援事業（プレミアム商品券事業）７,６７８万

７ ,０００円です。２０％のプレミアム付き商品券を発行して、使用期間を６月

１日から９月３０日までとして事業の実施を計画しております。  

 款８土木費、項２道路橋梁費のうち、社会資本整備総合交付金事業５ ,２６３万

４ ,０００円は、河原田寺沢線や三ツ谷清万線などの道路改良事業になります。  

 交通安全対策補助事業道路改良事業９ ,９７６万６ ,０００円は、谷地沢大塚線の

道路改良事業になります。  

 都市再生整備計画事業７ ,５５５万７ ,０００円、こちらは、東原西軽井沢線と南

浦４号線の道路改良事業になりまして、これらの事業費につきましては、それぞれ

用地買収や隣接地、それからほかの工事などの現場調整などで時間を要しまして年

度内の完了が見込めないため繰り越すものでございます。  

 ４４７ページ、お願いいたします。  

 項４都市計画費、公園管理経費龍神の杜公園整備事業６ ,６９９万５ ,０００円で

す。こちらは能登半島地震の影響で工事に必要な資材の供給が遅れていることから、

翌年度へ繰り越すものでございます。  

 ４４８ページ、お願いいたします。  

 第３表  地方債補正になります。  

 まず、地方債の追加になります。  
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 公共施設等適正管理推進事業は限度額１ ,５５０万円としまして、役場職員駐車

場の用地購入費、補償費などに対する起債となります。  

 防災・減災・国土強靱化緊急対策事業は限度額３９０万円として、こちらは、国

の補正予算による道路メンテナンス事業として実施する、ふるさと大橋補修工事に

対する起債となります。  

 次に、変更になります。こちらは補助対象事業費の確定と事業の完了に伴いまし

て変更をしております。  

 まず、公共事業等債は、補正後の限度額を２億５ ,７３０万円として２９０万円

の 増 額 、 そ れ か ら 、 防 災 対 策 事 業 は 補 正 後 の 限 度 額 を ６ ,８ ９ ０ 万 円 と し て

３４０万円を減額するものです。  

 起債の方法、利率、償還の方法については変更はありません。  

 説明については以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

 尾関充紗議員。  

○２番（尾関充紗君）   議案書４７２ページ、お願いします。款７商工費、項１商工費、

目１商工振興費、節１８負担金、補助及び交付金、ＵＩＪターン就業・創業移住支

援金３００万円の減額について、令和５年度御代田町一般会計補正予算書（第

４号）では、１ ,２６０万円の減額となっており、今回さらに減額とのことですが、

利用が低迷した原因はどのように考えているか、詳しくお聞かせください。  

○議長（荻原謙一君）   金井産業経済課長。  

○産業経済課長（金井英明君）   議案書４７２ページのＵＩＪターンについてお答えいた

します。  

 ＵＩＪターン就業・創業移住支援金事業の申請件数が、当初の見込みより少ない

理由としまして、二つの要因があると考えております。  

 一つは、本年度予算は前年実績がない中で、過去３年間の対象地域から当町への

平均転入世帯数を基に予算計上をいたしました。この制度は、県内市町村の担い手

不足、地域課題の解決、県内の移住促進を目的とし、また、支援金も高額であるこ

とから、交付要件が詳細に定められております。このことから、相談件数に対し要

件に合致した世帯は３世帯となりました。  
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 二つ目は、本年度からの事業着手ということもあり、令和５年４月１日以降に当

町の住民基本台帳に登録された方が対象となります。申請は、移住後３か月以上

１年以内の期間と定められているため、令和５年４月からの制度施行ではあるもの

の、申請できるのが実質７月以降からとなります。また、申請受付期限が本年１月

９日までであり、実質申請期間が６か月余りでした。このため、本年度は申請期間

が短いこともあり、申請件数が見込みより少なかったことも要因であると考えてお

ります。  

 以上です。  

○議長（荻原謙一君）   尾関充紗議員。  

○２番（尾関充紗君）   今後も令和６年度に見込んだ件数が続いていくという予想でしょ

うか。それが妥当であるという考えでしょうか、お聞きします。  

○議長（荻原謙一君）   金井産業経済課長。  

○産業経済課長（金井英明君）   令和６年度は、令和５年度に実際に問合せがあった中か

ら算出しておりますので、令和７年度以降は今年の相談件数の中から見込んで、令

和７年度以降は積算して予算計上していきたいというふうに考えております。  

○議長（荻原謙一君）   尾関充紗議員。  

○２番（尾関充紗君）   以上です。  

○議長（荻原謙一君）   ほかに質疑ある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 会議規則第９条第２項の規定により、本日の会議時間は、議事の都合であらかじ

めこれを延長します。  

 

－－－日程第３２  議案第３０号  令和５年度小沼地区財産管理特別会計補正  

予算案（第２号）について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３２  議案第３０号  令和５年度小沼地区財産管理特別会

計補正予算案（第２号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    
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○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書４７９ページお願いいたします。  

 議案第３０号  令和５年度小沼地区財産管理特別会計補正予算案（第２号）につ

いて  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度小沼地区財産管理特別会

計補正予算（第２号）を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ４８１ページお願いいたします。  

 令和５年度小沼地区財産管理特別会計補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ４７０万８ ,０００円を増額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ７８０万９ ,０００円とする。  

 第２項  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 こちらの予算につきましては、令和６年２月２日付で、小沼地区財産管理委員会

の同意を得たものでございます。  

 ４８２ページお願いします。  

 第１表  歳入歳出予算補正。  

 まず、歳入についてです。  

 款２繰入金、項２他会計繰入金です。補正額で４７０万８ ,０００円の増額です。

こちら、一般会計繰入金としまして分収木の売払収入を今後の財産管理のために繰

り入れるものでございます。歳入合計の補正額と同額となっております。  

 ４８３ページ、お願いします。  

 歳出についてです。  

 款１総務費、項１総務管理費です。補正額で４７０万９ ,０００円の増額でござ

います。こちらは、一般会計繰入金につきまして、財産管理のために財政調整基金

のほうへ積み立てるものでございます。  

 款２予備費につきましては１ ,０００円をマイナスしまして調整して、歳出合計

を４７０万８ ,０００円の増額補正としております。  
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 説明については以上です。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第３３  議案第３１号  令和５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計  

補正予算案（第４号）について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３３  議案第３１号  令和５年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計補正予算案（第４号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の４８８ページをご覧ください。  

 議案第３１号  令和５年度御代田町国民健康保険事業勘定特別会計補正予算案

（第４号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町国民健康保険事

業勘定特別会計補正予算（第４号）を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ４９０ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田町の国民健康保険事業勘定特別会計補正予算（第４号）は、次

に定めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ４２２万８ ,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ１６億６ ,３０５万円とする。  

 第２項  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 ４９１ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算補正。  
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 まず、歳入でございます。  

 款６繰入金、項１他会計繰入金１ ,２２７万５ ,０００円の減額でございます。こ

ちらは保険基盤安定繰入金の保険税軽減分と保険者支援分、また未就学児均等割保

険税繰入金の交付申請算定額の減に伴う減額でございます。  

 款８諸収入、項１雑入８０４万７ ,０００円の増額でございます。こちらは、交

付金額の確定に伴いまして、普通交付金現物給付等分の返還金を増額するものでご

ざいます。  

 歳入合計４２２万８ ,０００円の減額補正でございます。  

 次ページ、４９２ページをご覧ください。  

 款３国民健康保険事業費納付金、項１医療給付費から款５諸支出金、項１償還金

及び還付加算金までは財源の変更でございます。  

 款７項１予備費につきましては４２２万８ ,０００円の減額でございます。  

 歳出合計４２２万８ ,０００円の減額補正でございます。  

 説明は以上でございます。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第３４  議案第３２号  令和５年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正  

予算案（第３号）について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３４  議案第３２号  令和５年度御代田町介護保険事業勘

定特別会計補正予算案（第３号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の４９９ページをご覧ください。  

 議案第３２号  令和５年度御代田町介護保険事業勘定特別会計補正予算案（第

３号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町介護保険事業勘
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定特別会計補正予算（第３号）を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ５０１ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田町の介護保険事業勘定特別会計補正予算（第３号）は、次に定

めるところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ８３２万円を減額し、歳入歳

出予算の総額を歳入歳出それぞれ１２億２ ,２４５万７ ,０００円とする。  

 第２項  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 ５０２ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算補正。  

 まず、歳入でございます。  

 款１保険料、項１介護保険料１８１万７ ,０００円の増額でございます。こちら、

保険料の調定額にあわせた増額補正でございます。  

 款４国庫支出金、項１国庫負担金２１０万円の減額でございます。こちらは、介

護給付費の減額に伴い国負担分を減額するものでございます。  

 款５項１支払基金交付金３７８万円の減額でございます。こちらは、介護給付費

の減額に伴い、支払基金負担分を減額するものでございます。  

 款６県支出金、項１県負担金２４５万円の減額でございます。こちらは介護給付

費の減額に伴い、県負担分を減額するものでございます。  

 款８繰入金、項１他会計繰入金１９０万３ ,０００円の減額でございます。こち

らの主な理由は、介護給付費の減額に伴う町負担分の減額及び地域支援事業の減額

に伴う一般会計からの繰入金の減額でございます。  

 款１０諸収入、項１延滞金加算金及び過料９万６ ,０００円の増額です。収入実

績に基づく増額でございます。  

 歳入合計８３２万円の減額補正でございます。  

 続いて、５０３ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  
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 款２項１保険給付費１ ,４００万円の減額でございます。こちらは、施設介護

サービス給付費につきまして、利用者が当初の見込みを下回ったことによる減額で

ございます。  

 款３地域支援事業費項１包括的支援事業・任意事業費６２万７ ,０００円の減額

でございます。こちらは、備品購入費の減額及び成年後見制度助成金の確定に伴う

減額でございます。  

 項２介護予防・生活支援サービス事業費４７万４ ,０００円の増額でございます。

こちらは、主に訪問型サービスの実績に伴う増額でございます。  

 款６項１予備費につきましては、５ ,８３３万円の増額となっております。  

 歳出合計８３２万円の減額補正でございます。  

 説明は以上でございます。ご審議をお願いいたします。（発言する者あり）  

 失礼しました。５ ,８３３万円ですね。失礼しました。５８３万３ ,０００円の増

額となっております。大変失礼いたしました。  

 説明は以上でございます。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第３５  議案第３３号  令和５年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正  

予算案（第３号）について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３５  議案第３３号  令和５年度御代田町後期高齢者医療

特別会計補正予算案（第３号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の５１０ページをご覧ください。  

 議案第３３号  令和５年度御代田町後期高齢者医療特別会計補正予算案（第

３号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町後期高齢者医療
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特別会計補正予算案（第３号）を、別冊のとおり提出する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ５１２ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田町の後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）は、次に定め

るところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１９１万９ ,０００円を減額

し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ２億６２４万１ ,０００円とする。  

 第２項  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  

 ５１３ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算補正。  

 まず、歳入でございます。  

 款１項１後期高齢者医療保険料１０２万円の減額でございます。令和６年１月の

保険料調定額に基づく減額補正でございます。  

 款３繰入金、項１一般会計繰入金８９万９ ,０００円の減額でございます。保険

基盤安定負担金の確定に伴う繰入金の減額でございます。  

 歳入合計１９１万９ ,０００円の減額補正でございます。  

 ５１４ページをお願いいたします。  

 歳出でございます。  

 款２項１後期高齢者医療広域連合納付金１９１万９ ,０００円の減額でございま

す。こちらは徴収した保険料等を広域連合へ納付するもので、保険基盤安定負担金

の確定に伴う減額及び保険料の減に伴う減額でございます。  

 歳出合計１９１万９ ,０００円の減額補正でございます。  

 説明は以上でございます。ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  
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－－－日程第３６  議案第３４号  令和５年度御代田町公共下水道事業特別会計補正  

予算案（第４号）について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３６  議案第３４号  令和５年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算案（第４号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   説明の前に申し訳ございません。訂正がございますので

お願いしたいと思います。  

 ５２５ページをお開きください。「第３表  地方債補正」でございます。この中

で一番左記載の目的の欄になりますが、公共下水道事業が２段に書かれております。

下段の「公共下水道事業」、これが誤りでございまして、正しくは「公営企業会計

適用」でございます。訂正しおわび申し上げます。誠に申し訳ありませんでした。  

 それでは、議案書のほう、５１９ページ、お戻りください。  

 議案第３４号  令和５年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算案（第

４号）について  

 地方自治法第２１８条第１項の規定により、令和５年度御代田町公共下水道事業

特別会計補正予算（第４号）を、別冊のとおり提出します。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ５２１ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田町公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）。  

 令和５年度御代田町の公共下水道事業特別会計補正予算（第４号）は、次に定め

るところによる。  

 （歳入歳出予算の補正）  

 第１条  歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２ ,２０７万円を減額し、歳

入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ８億８ ,８１４万２ ,０００円とする。  

 第２項  歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後

の歳入歳出予算の金額は、「第１表  歳入歳出予算補正」による。  
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 （繰越明許費）  

 第２条  地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用す

ることができる経費は、「第２表  繰越明許費」による。  

 （地方債の補正）  

 第３条  地方債の変更は、「第３表  地方債補正」による。  

 次の５２２ページをご覧ください。  

 第１表  歳入歳出予算補正です。  

 歳入です。  

 款３繰入金、項１他会計繰入金５３万円の増額は、起債借入額の利子分の増額に

よる一般会計からの繰入金でございます。  

 款６町債、項１町債２ ,２６０万円の減額は、公共下水道事業債及び公営企業会

計適用債の事業費確定による借入額の減額によるものでございます。  

 したがいまして、歳入合計は、２ ,２０７万円を減額し、総額８億８ ,８１４万

２ ,０００円となります。  

 次の５２３ページをご覧ください。  

 歳出です。  

 款１土木費、項１土地計画費、補正額２ ,２６７万円の減額は、処理場施工管理

委託業務の入札先、町単独管路施設工事及び公共ます設置工事の事業確定による減

額でございます。  

 款２公債費については、６０万円の増額は、起債借入額の利支分の増額をお願い

するものでございます。  

 歳出合計は、２ ,２０７万円を減額し、総額８億８ ,８１４万２ ,０００円となり

ます。  

 ５２４ページをご覧ください。  

 第２表  繰越明許費です。  

 款１土木費、項１都市計画費、事業名は公共下水道建設事業、金額は５ ,５１４万

円でございます。こちらは、下水道ストックマネジメント計画に基づく処理場改築

工事費及び施工管理委託料５ ,５１４万円を次年度に繰り越して実施するものでご

ざいます。  

 次の５２５ページをご覧ください。  
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 第３表  地方債補正です。  

 変更します。起債の目的は、公共下水道事業です。こちらは、町単独の管路施設

工事、公共ます設置工事費の事業費確定による減額に伴うものです。補正前の限度

額１億６ ,０９０万円を、２ ,０９０万円減額し、補正後の限度額を１億４ ,０００万

円とします。また、下段の公営企業会計適用は、補正前の限度額２ ,２２２万円を、

１７０万円減額し、２ ,０５２万円とします。起債の方法、利率、償還の方法は補

正前に同じでございます。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 

－－－日程第３７  議案第３５号  令和５年度御代田小沼水道事業会計補正  

予算案（第４号）について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３７  議案第３５号  令和５年度御代田小沼水道事業会計

補正予算案（第４号）についてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 小林建設水道課長。  

（建設水道課長  小林  靖君  登壇）    

○建設水道課長（小林  靖君）   議案書５３１ページをご覧ください。  

 議案第３５号  令和５年度御代田小沼水道事業会計補正予算案（第４号）につい

て  

 地方公営企業法第２４条第２項の規定により、令和５年度御代田小沼水道事業会

計補正予算（第４号）を、別冊のとおり提出します。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 続きまして、５３３ページをご覧ください。  

 令和５年度御代田小沼水道事業会計補正予算（第４号）。  

 令和５年度御代田小沼水道事業会計の補正予算（第４号）は、次に定めるところ
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による。  

 （収益的支出の補正）  

 第１条  令和５年度御代田小沼水道事業会計予算第３条中に定めた収益的支出の

予算額を次のとおり補正する。  

 収益的支出につきましては、第５１款水道事業費用、第１項営業費用２０万円の

増額は、職員手当、超過勤務手当の増額をお願いするものでございます。  

 第２項営業外費用２６万７ ,０００円の増額は、消費税申告により補助金の支出

に係る消費税相当額が確定したことによる増額をお願いするものでございます。  

 第４項予備費については、増減はありません。  

 したがいまして、補正額４６万７ ,０００円を増額し、総額は１億９ ,８９３万

８ ,０００円となります。  

 次に、職員給与費の補正でございます。  

 第２条  第６条中に定めた職員給与費の予算額を次のとおり補正する。  

 職員給与費２０万円の増額は、職員手当、超過勤務手当の増額をお願いするもの

でございます。  

 補正額２０万円を増額し、総額は２ ,７６２万４ ,０００円となります。  

 以上のとおり、ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 これより議案に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。これをもって質疑を終わります。  

 以上で、全ての議案に対する質疑を終わります。  

 お諮りします。ただいま議題となっています議案第５号から議案第３５号までに

ついては、会議規則第３９条の規定により、お手元に配付してあります議案付託表

のとおり、それぞれ所管の常任委員会に付託したいと思いますが、これにご異議ご

ざいませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認めます。よって、議案付託表のとおり、各常任委員会に付託するこ

とに決しました。  
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－－－日程第３８  報告第４号  令和６年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の  

報告について－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３８  報告第４号  令和６年度御代田町土地開発公社事業

計画及び予算の報告についてを議題とします。  

 報告を求めます。  

 内堀企画財政課長。  

（企画財政課長  内堀岳夫君  登壇）    

○企画財政課長（内堀岳夫君）   議案書の５３６ページ、ご覧ください。  

 報告第４号  令和６年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の報告について  

 令和６年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算を、令和６年２月１４日御代

田町土地開発公社理事会において決定し提出されたので、地方自治法第２４３条の

３第２項により、別紙のとおり報告する。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 ５３８ページ、お願いいたします。  

 令和６年度御代田町土地開発公社事業計画です。  

 令和６年度御代田町土地開発公社の事業計画を次のとおりとする。  

 １、用地売却計画。  

 （１）用地名、旧鉄道用地として、大字御代田と大字馬瀬口の２か所について、

売却を予定しております。  

 （２）売却予定面積１３９ .０ｍ ２。  

 （３）売却予定金額２９万３７１円となっております。  

 次に、５３９ページ、お願いいたします。  

 令和６年度御代田町土地開発公社当初予算（案）でございます。  

 （総則）  

 第１条  令和６年度御代田町土地開発公社の予算は、次に定めるところによる。  

 （収益的収入及び支出）  

 第２条  収益的収入及び支出の予定額は次のとおりと定める。  

 まず、収入についてです。  

 第１款事業収益は２９万１ ,０００円です。こちらは、土地の売却収入でござい
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ます。  

 第２款事業外収益は１ ,０００円です。こちらは、預金利子になります。  

 収入合計で２９万２ ,０００円の予算となっております。  

 次に、支出です。  

 第１款事業原価２８万５ ,０００円となっております。  

 第２款販売費及び一般管理費は１８万３ ,０００円です。こちらは法人町県民税、

それから役員報酬などを計上しております。  

 支出の合計は４６万８ ,０００円です。収益的収入支出の差し引き額については、

マイナス１７万６ ,０００円となっております。  

 次に、５４０ページをお願いいたします。  

 （資本的収入及び支出）についてはありません。  

 次の５４１ページから５４４ページにつきましては、ただいま説明しました事業

計画の明細となっております。  

 その後の５４５ページから５４７ページは、それぞれ予定しているキャッシュ・

フロー計算書、損益計算書、貸借対照表、５４８ページからは付属の明細書となっ

ておりますので、後ほど確認をお願いしたいと思います。  

 以上のとおり報告いたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、報告を終わります。  

 これより報告に対する質疑を行います。質疑のある方は挙手を願います。  

（「なし」と呼ぶ者あり）    

 質疑なしと認めます。  

 これをもって、令和６年度御代田町土地開発公社事業計画及び予算の報告を終わ

ります。  

 

－－－日程第３９  諮問第１号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることに  

ついて－－－    

○議長（荻原謙一君）   日程第３９  諮問第１号  人権擁護委員の推薦につき意見を求め

ることについてを議題とします。  

 提案理由の説明を求めます。  

 浅川保健福祉課長。  



９０ 

（保健福祉課長  浅川英樹君  登壇）    

○保健福祉課長（浅川英樹君）   それでは、議案書の５５４ページをお開きください。  

 諮問第１号  人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて。  

 下記の者を人権擁護委員として推薦したいので、人権擁護委員法第６条第３項の

規定により、議会の意見を求めるものでございます。  

 記といたしまして、氏名、長田芳子氏でございます。  

令和６年３月４日  提出  

御 代 田 町 長  小 園 拓 志 

 現在、人権擁護委員としまして、１期活動を頂いております長田氏ですが、本年

６月３０日をもって任期が満了となります。経験豊富で適任者であることから、引

き続き、要職を担っていただくため、再任の推薦をするものでございます。議会の

同意が頂けましたら、法務大臣に委員の推薦をいたします。  

 任期は、令和６年７月１日から令和９年６月３０日までの３年間となります。  

 市町村が推薦し、法務大臣が委嘱するまでに期間を要するため、本定例会に提出

をするものでございます。  

 ご審議をお願いいたします。  

○議長（荻原謙一君）   以上で、提案理由の説明を終わります。  

 お諮りします。本案は質疑討論を省略し、直ちに採決したいと思います。これに

ご異議ございませんか。  

（「異議なし」と呼ぶ者あり）    

 異議なしと認め、諮問第１号を採決します。  

 本案は、適任とすることに賛成諸君の挙手を求めます。  

（賛成者挙手）    

 挙手多数であります。よって、諮問第１号  人権擁護委員の推薦につき意見を求

めることについては、適任という意見を付することに決しました。  

 以上で、本日の議員日程は全て終了しました。  

 本日はこれにて散会します。お疲れさまでした。  

散  会  午後  ４時２５分  


